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濃尾平野のほぼ中央に位置する一宮市と尾西市は、木曽川.長良川.揖斐川の

木曽三川が形成する肥沃な沖積地上にあり、古くから豊かな生産物に恵まれ、発

展してきました。特に、木曽川の分流のひとつで市内を流れる日光川は、交通面

でも大きな役割を担っていましたが、同時に、たびたび洪水を引き起こし、時に

多くの人々の生命を奪う恐ろしい存在でもありました。河川改修の進んだ現在の

姿からは想像もできませんが、いろいろな意味で人々の生活と大きく関わってい

た存在であったと言えるでしょう。

このたび馬引横手遺跡の発掘調査を行いました。今回の調査では縄文土器や弥

生土器も見つかっており、この地域で古くから人々が生活していた様子の一端を

知ることができました。やがて室町時代になると、溝によって区画された町の跡

から、瀬戸や美濃、常滑の焼き物のほかに、尾張地方ではあまり出土していない

南伊勢地域の鍋などもまとまって出てきます。おそらく日光川の水運を利用し

て、いろいろな地域から人や物がこの場所に集まっていたのでしょう。しかしな

がら、日光川とともに発展してきた馬引横手遺跡でしたが、やがて日光川の洪水

によって埋もれてしまい、そのまま忘れ去られていったようです。まさしくこの

地域が、日光川とともにあったことがよくわかります。

馬引横手遺跡の周辺では、法圓寺中世墓遺跡という中世のお墓も調査されてお

り、おびただしい量の蔵骨器などが出土しています。しかしながら、被葬者など

に関する文献などの記録は全く残されておらず、この地域の歴史には不明な点が

たいへん多いというのが実情です。そういった意味でも、今回の馬引横手遺跡の

発掘調査の成果は、今後地域の歴史を解明していく上で重要な資料になると思わ

れます。

発掘調査の実施にあたっては各方面の方々よりご配慮を賜り、また関係機関お

よび関係者の多大なご指導とご協力をいただきました。ここに厚く御礼申し上げ

ます。

最後になりましたが、昭和60年度に発足しました財団法人愛知県埋蔵文化財セ

ンターは、平成1 1年度より、財団法人愛知県教育サービスセンター愛知県埋蔵

文化財センターへと衣替えしました。今までのご支援に感謝申しあげますととも

に、引き続き変わらぬご支援をお願い申しあげます。

平成11年8月

財団法人愛知県教育サービスセンター

理事長久留宮泰啓
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1本書は愛知県一宮市大和町馬引字横手から尾西市龍屋にかけて所在する、馬

引横手遺跡の発掘調査報告書である。

2今回の調査は東海北陸自動車道建設に伴う事前調査として、愛知県教育委員
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深川進(写真撮影)

6本書の執筆は第Ⅲ章2節を赤塚次郎、第Ⅲ章10節を蔭山誠一・鈴木正貴(本

センター調査研究員)が、第Ⅳ章を鬼頭剛・堀木真美子(同調査研究員)およ

び尾崎和美(同調査研究補助員)が担当し、それ以外の執筆および編集を伊藤

太佳彦が担当した。

7本書をまとめるにあたっては、次の各氏をはじめ、多くの方々からご指導(
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青木修・伊藤裕偉・尾野善裕・金子健一・中野晴久・藤澤良祐(敬称略)

8調査区に使用した座標は国土座標第Ⅶ系に基づくものである。
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10出土遺物は愛知県埋蔵文化財調査センターで保管している。
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調査の経緯

調査の概要

Ⅰ調査の概要

1調査の経緯と概要

馬引横手遺跡は愛知県の北西部、一宮市大和町馬引字横手から尾西市籠屋にかけて広がる遺跡で、中

世の遺物散布地として県遺跡番号02097で登録されている。西尾張中央道と起街道とが交差する辺りを

中心に遺跡は広がっており、現在も交通量の大変多い場所である。

今回の調査は、東海北陸自動車道建設に伴う事前調査として、日本道路公団および愛知県土木部より

愛知県教育委員会を通じた委託事業として実施された。調査区内中央を南北に走る西尾張中央道を境に

して、西側(尾西市側)の2529㎡を平成7年10月から平成8年3月にかけて、東側(一宮市側)の4960

㎡を平成8年4月から10月にかけて調査を行った。

試掘調査の結果からはかなり撹乱が激しく、遺構も大半が既に壊されてしまっていると予想されてい

たが、調査の結果、規則的に並ぶ東西方向の溝に区画された中世後期の良好な遺構群を確認することが

できた。県内でもこの時期の遺跡の調査例は少なく、今回の調査の意義は大きいと言えよう。

さらに下面では古墳時代のまとまった資料が得られたほか、遺構には伴わないものの、弥生時代や縄

文時代晩期の遺物も確認することができた。
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図1調査区位置図(1 :2500)



2地理的および歴史的環境

地理的環境

歴史的環境

濃尾平野における沖積平野の地形は、上流側から扇状地地帯、自然堤防卓越地帯、デルタ地帯の3

地形帯が典型的に配列しているのを特徴としている。

かつての木曽川本流は現在の境川筋にあり、現在の位置に移ったのは天正14 1586年の大洪水以

降とされる。そして「御国堤」が完成して本流が固定されたわけだが、それ以前は多くの分流が流れ

ていた。馬引横手遺跡は木曽川の分流の1つである日光川によって形成された自然堤防帯に位置し、現

在の標高は6m前後である。

馬引横手遺跡から起街道を東へ500m程行くと、 13-15世紀にかけての墓である法圓寺中世墓遺跡

がある。反対に西へ約2km程行くと大平遺跡があり、やはり東西方向の溝によって区画されている中

世の遺構群が確認されている。

これら3遺跡に共通するのは、 15世紀後半代を境に洪水の影響によって遺跡が埋没していったと考

えられている点である。

法圓寺中世墓遺跡の報告書によると「洪水等で一気にⅡ層が堆積し、積石基頂部を残して埋没した

感を呈している」 (Ⅱ層は茶褐色土層)と記述されている。そしてこの礫群が埋没した段階で蔵骨器が

埋納される時期が15世紀後半代とされ、 15世紀末までは埋葬が行われたものの、以後さらに埋没し忘

れ去られていったと推定されている。

後で述べるように馬引横手遺跡の中世後期の遺構面の上には、 Ⅱ層(にぷい黄褐色シルトまたは褐

色シルト)およびⅢ層(灰黄褐色シルト～砂質シルト)が堆積している。馬引横手遺跡からは大窯段

階の遺物は出土しておらず、法圓寺中世墓遺跡のⅡ層と対応関係にあるものと考えられる。

また馬引横手遺跡では、中世後期の遺構面と中世前期の遺構面との間にはⅣ層およびⅤ層が堆積し

ているが、珪藻分析からは流水城の珪藻が多いという結果が得られており、洪水性の堆積であると考

えられる。中世前期は尾張型第6型式までの灰釉系陶器が、中世後期は東濃型明和1号窯式以降の灰

釉系陶器が出土している。法圓寺中世墓遺跡でもその道立開始時期は「13世紀中葉に近い後半代」と

考えられており、馬引横手遺跡で遺構が大きく展開していく時期と重なってくるようである。

このように日光川(および木曽川)は洪水によって人々の生活を一変させてしまう恐ろしい存在で

はあったが、同時に、水利・水運の点で大きな恩恵をもたらす存在でもあったはずである。実際、法

圓寺中世墓遺跡において200年近くも延々と墓が作り続けられたということは、それだけ人々が住み

続けていたということにはかならない。

また日光川を渡った対岸には毛受遺跡が、その南には八王子遺跡と苅安賀遺跡がある。特に苅安賀

城を中心とした苅安賀の集落は、この地域の拠点的な集落であったと考えられている。

参考文献井関弘太郎(1988) 「河道変遷」 『木曽三川～その流域と河川技術』建設省中部地方建設局

伊藤和彦編(1990) 『大平遺跡発掘調査報告書』尾西市教育委員会

土本典生編(1995) 『法圓寺中世墓遺跡発掘調査報告書』一宮市教育委員会

千田嘉博(1989) 「清洲城とその城下町1地籍図による復元的考察一」 『清洲一織豊期の城と都市1研究報告編』

東海埋蔵文化財研究会



1畑添遺跡(弥生)

2四反田遺跡(弥生-古墳)

3大平遺跡(古墳・中世)

4板倉貝塚(縄文)

5蒲原遺跡(弥生-古墳)

6伝治越遺跡(古墳)

7薬師堂廃寺

8斎宮寺遺跡(奈良)

9八王子遺跡(弥生-中世)

10尾張病院山中遺跡(弥生)

11苅安賀遺跡(弥生-中世)

12北川田遺跡(弥生)

13田島遺跡(弥生-古墳)

14龍明寺遺跡(弥生)

15毛受遺跡(中世)

16法囲寺中世墓遺跡

17東苅安賀道遺跡(古墳・中世)

18三昧郭遺跡(古墳)

19東向野遺跡(古墳)

20東新規道遺跡(古墳・中世)

21野府城跡

22西上免遺跡(弥生-古墳)

23中切遺跡(古墳)

24神戸廃寺

25日久井遺跡(弥生-古墳)

a野見神社古墳

bでんやま古墳

C上野屋古墳

d西宮社古墳

e車塚古墳

図2周辺の遺跡

(国土地理院発行1ふ25000地形図「一宮」をもとに作成)
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上面

下面

Ⅱ遺構

1基本層序

馬引横手遺跡における基本層序は以下のとおりである(図3-4 ～

Ⅰ層:表土

Ⅱ層:にぷい黄褐色シルトまたは褐色シルト

Ⅲ層:灰黄褐色シルト～砂質シルト

Ⅳ層:暗灰黄色細粒砂または黄灰色シルト

Ⅴ層:灰黄褐色粘質シルトまたは黒褐色粘土

Ⅵ層:オリーブ灰色粘土または灰色粘土

調査区は市街地に位置するため、家屋等によってすでに遺構検出面近くまで破壊されている調査区が

大半であった。しかし部分的にⅡ層およびⅢ層の堆積が確認されており、中世後期の遺物が出土してい

る。そしてこの層の直下、標高5m前後のところが中世後期の遺構検出面である。Ⅳ層がベースとなる。

さらに遺跡の南側にあたる95Bb、 95Ca、 95Cb、 96Cbの各調査区では、 Ⅳ層およびⅤ層をはさんで中

世前期および古墳時代の遺構検出面となる(下面については以後それぞれ95Bb2、 95Ca2、 95Cb2、 96Cb2

と表記する)～ Ⅵ層がベースとなり、検出面の標高は4.4m前後である。

96Ea96Da96Db

∈Ⅱ耳コ3

95Ac95Aa95Ab

nbロ旺頸

abc

～-VVvvvv
止_〕111-1虹88_
I'-T

2
88118_.lllllb～-1.111111)一一一一1-1-bll-1.-二≡璽≡-焉～6毒越L-5・00-

1表土1表土
2灰黄褐色シルト2にぷい黄褐色シルト1表土
3にぷい黄褐色砂質シルト3灰黄褐色シルト2褐色シルト
4にぷい黄褐色砂質シルト4灰黄褐色砂質シルト3褐色シルト
56票霊宝霊芸v;出SD26埋土。票讐品芸古志SD20埋土)54品賞品琶豊‡ルト

7暗灰黄細粒砂6灰黄褐色砂質シルト
7褐灰色砂質シルト
8にぷい黄褐色砂質シルト
9SD41埋土
10灰色細粒砂

図3基本層序1(1:80)



古墳時代

中世前期

中世後期

2遺構の概要

今回の調査で確認できた遺構は、古墳時代、中世前期、中世後期の各段階の遺構である(図6-13)～

古墳時代の遺構としては、 95Bb2区のSD31で松河戸式から宇田式にかけての遺物がまとまって出土

している。遺構が検出されたのは、 95Bb2、 95Ca2、 95Cb2、 96Cb2の各調査区だけである。

いわゆる南部系の灰釉系陶器などが出土する時期を中世前期とした。灰釉系陶器の編年では、尾張型

第4型式～第6型式の段階にあたる。この段階の遺構は古墳時代の遺構と同じ検出面で確認されている

ため、やはり95Bb2、 95Ca2、 95Cb2、 96Cb2の各調査区でのみ遺構が確認されている。

洪水によるものと考えられる土層の堆積ををはさんで、いわゆる北部系の灰釉系陶器などが出土する

遺構が展開する。馬引横手遺跡の遺構の中心はこの段階のものであり、この時期を中世後期とした。灰

釉系陶器の編年では東濃型明和1号窯式～生田2号窯式の段階にあたる。

古墳時代や中世前期の遺構についてはその全体像がなかなかつかみにくい状況であるのに対して、中

世後期の場合にはいくつかの大きな特徴が認められる。

この段階の遺構は、 ①東西方向の溝が規則的に並んでいる、 ②溝に区画された内部には多数の土坑

(ピット)や井戸が配置されている、 ③こうした状況は現在西尾張中央道と起街道が交差する95Ab区

や95Ba区などで最も顕著にみられるのに対して、調査区の南北両端部では確認できない、といったよ

うな特徴があげられる。

(なお遺構図では土坑は番号のみを表記し、記号SKは省略している)

96Ca 96Cb

釦子一冊「1亨「1 [一軒

d e f

胞室≡][=匠]巨∃⊂∃
95Ba 95Bb 95Ca 95Cb

d e f

J1b1-並___v y止且～- ～」L -1b且

1

2 1 1

- - ----

薄雲慧SD35
1表土1表土1表土
2褐色シルト2灰色シルト2灰白色砂質シルト
3褐色シルト3灰黄褐色シルト3にぷい黄褐色シルト
4灰褐色シルト4黄灰色シルト4灰黄褐色シルト
5にぷい黄褐色シルト5灰黄褐色粘土質シルト5にぷい黄樺色シルト
6 SD46埋土6 SD31埋土6黄灰色粘土質シルト
7暗灰黄色細粒砂7オリーブ黒色粘土7褐灰色シルト

8オリーブ灰色シルト8黒褐色粘土
9黒褐色粘土SD35埋土)
10灰色粘土質シルト

図4基本層序2 (1:80)
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3古墳時代の遺構

3-1溝SD)

SD31 95Bb区の下面で検出された遺構(図14)。幅118cm、深さ29cmの東西方向の溝で、東に行くにした

がってやや南に曲がっていく。

炭化物層をはさんで上層にはオリーブ黒色粘土が、下層には灰色粘土が堆積している。下層からは松

河戸Ⅰ式後半からⅡ式にかけての遺物が、上層からは宇田式中段階の遺物がまとまって出土している。

「、十:1、=、一一+、I。 -



3-2 SX01 96Cb区下面)、 SX01・SD100 (95Bb区下面、図14)

95Bb2区や96Cb2区で確認された窪地状の地形。珪藻分析の結果からは止水域に住む珪藻がまと

まってみられ、池や沼といった環境が広がっていたと推測できる。

この南側に位置するのがSD31であり、 SD31が居住域と池・沼的な環境とを区画するような性格の溝

であった可能性がある。

遺物は各時代のものが混在していて流れ込みによるものと考えられるが、 95Bb2区SX01からは縄文

土器が、 95Bb区SD100からは弥生土器が出土している。

SD32

SD37

SK151

SE02

SE03

4中世前期の遺構

4-1溝(SD)

95Bb区の下面で検出された南北方向の溝。調査区西端で東側の肩の部分のみ確認できた。尾張型第5

型式期の灰釉系陶器の椀や2型式期の■ (常滑産)が出土している。

96Cb区下面の南端に位置する幅9lcm、深さ23cmの東西方向の溝である。 SD37の北側がSX01にあた

り、またSD37より南は若干高くなっていくようである。こうした点から考えると古墳時代のSD31(95Bb

区)のような区画を意識した溝であった可能性もある。

遺物は尾張型第4型式～第6型式の灰釉系陶器の椀や白磁が出土している。

4-2土坑(SK)

95Bb区の下面で、 SD31のすぐ北側にある径70cm、深さ23cmの円形の遺構である。尾張型第5型式

～第6型式の灰釉系陶器の椀や伊勢型鋼が出土している。

4-3井戸SE

95Ca区北端で検出された井戸(図16)。径2m、深さ2.8mで、炭化物と焼土の層をはさんで上層に

は黒褐色粘土、下層には黒褐色または黒色の粘土が堆積しており、上層からは尾張型第5型式の灰釉系

陶器の椀がまとまって出土している。

95Ca区でSE02の南西に位置する井戸(図16)。径2.7m、深さ2.3mで、 SE02と同様に炭化物と焼土

の層をはさんで上層に黒褐色粘土、下層に黒褐色または黒色の粘土が堆積している。上層からは尾張型

第4型式から第5型式の灰釉系陶器・椀がまとまって出土しており、 SE02にやや先行する。

5中世後期の遺構

5-1溝SD
SD14-15

SD19-20

SD41

SD39

95Aa区の北端で検出された東西方向に並行して走る溝。幅70-90cm、深さ21 -24cm程度。

SD15の15m程南に位置する溝で、やはり東西方向に並行して走っている。幅160cm、深さ34-49cm

程度。

SD20からやはり15m程南に位置する、幅280cm、深さ71cmの東西方向の溝(図15)。このSD41や

並行するSD39、これらの溝と切り合い関係にあるSK210、さらに95Ba区のSD45やSD46といった遺構

は、特に遺物の出土量の多い遺構である。

SD41のすぐ南を並行して走る東西方向の溝(図15)。幅270cm、深さ59cm。

L=5・l0m

ニー三一二、- I
1褐灰色シルト7灰黄褐色粘土質シルト
2灰黄褐シルト8褐灰色粘土質シルト
3灰黄褐粘土質シルト9褐灰色細粒砂
4褐灰色粘土10褐灰色粘土
5褐灰色シルト11にぷい黄褐色砂質シルト
6にぷい黄褐色砂質シルト12灰色細粒砂

図15 95Ab区SD41 ・SD39断面図(1 :40)
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SEO2

盛7ー0-使片含む)
1黒褐色粘土
2炭化物・焼土互層
3黒褐色粘土灰色小ブロック混入
4黒色粘土灰色ブロック混入

図16 95Ca区SE02・03平面BElおよび断面図1 :40)

SD43 95Ba区の北端を東西方向に走る幅105cm、深さ43cmの溝。 SD39からは27m程南に位置する。

SD45・46 SD43の南約12mの所に位置する溝で、 SD45とSD46は一続きの溝と考えられる(図17)。幅140

235cm、深さ66cm程で、東西方向に走る溝である。

L=5.50m

、_、吾三一、
6褐灰色シルト

図17 95Ba区SD46断面図1 :40



SD47・48

SD49・50・

51

SD55

SDOI

SD02

SD04

SD05

SD08

SD32

SD28 ・29・

30・31

SD45・SD46のすぐ南を並行して走る東西方向の溝。幅62～ 132cm、深さ20～24cm程度。

SD47およびSD48につながる南北方向の溝群。東西方向の溝に比べれば規模は小さいと言える。そ

の中で幅142cm、深さ23cmのSD49からは、古瀬戸後期後半の内耳鍋など古瀬戸の煮炊具がまとまっ

て出土している。

SD46から南に約15mの所に位置する東西方向の溝。幅260cm、深さ21cmと他に比べて浅い溝で

ある。しかしながら、この溝を境にして南側ではこの段階の遺構がなくなってしまう点は注目すべき

点と言えよう。

96Ca区は西尾張中央道をはさんで95Ba区の東に位置する調査区である。95Ba区と同様に東西方向

の溝がいくつか確認されており、遺物の時期も同時期であるが、出土量は全体的に少ない傾向にあ

る。幅162cm、深さ71cmのSD01もそのうちの1つである(図18)～

SD01の南約4mの所に位置する東西方向の溝。幅64cm、深さ6cmとかなり浅い。

SDOlとSD。2を結び南北方向に走る幅12ocm、深さ34cmの溝。

SD01の南約25mの所に位置する東西方向の溝(図19)。幅170cm、深さ62cm。

SD05のすぐ南を並行して走る東西方向の溝(図19)。幅110cm、深さ53cm。

96Cb区の北側で検出された幅355cm、深さ45cmの東西方向の溝。 SD08の南約31 mに位置する。

SD32の南側ではばったりと遺構が見られなくなるため、 95Ba区のSD55と同じ状況にあるものと思

われる。

96Cb区南端を並行して走る北西1南東方向の溝。他の溝とは方向が異なっている点や、調査区中

央部、 SD32とSD31との間にはほとんど遺構がないことから考えると、他の中世後期の遺構群とは

やや性格の異なる遺構と言えそうである。

L=5.50m

一票ヘ被蓋芸シルト
図18 96Ca区SDOl断面図(1 :40)



SD11

SD13

SD21

SD22

SD25

SD26

SK34

SK53

SK99

96Db区は西尾張中央道をはさんで95A区の東に位置する調査区である。大半がすでに破壊されてし

まっているため全体像は不明だが、やはり東西方向の溝が確認されている。 SD11は幅220cm、深さ64

cmで、 96Ca区のSD01などと同様に西側の調査区と比べると遺物量は少ない(図20)～

96Ea区の北西部分で検出された南北方向の溝。幅155cm、深さ50cmで、南北方向の溝が全体的に規

模の小さいものが多いのと比べると、 SD13は東西方向の溝とほぼ同規模であるのが特徴である。

96Ea区中央部で検出された幅140cm、深さ50cmの東西方向の溝(図21)。この溝から北側では東西方

向の溝は見られなくなり、南北方向を軸線とした楕円形の土坑が多数並ぶなど、遺構(遺物が全体的に

希薄になると共に、遺構の性格も異なってくるようである。そういった点では96Cb区SD32や95Ba区

SD55と同じような状況にあるといえる。

SD21の南側を並行して走る東西方向の溝(図21)。幅257cm、深さ44cm。

SD22の南約14mの所に位置する東西方向の溝。幅115cm、深さ21cm。

SD25の南約8mの所に位置する東西方向の溝。幅80cm、深さ30cm。

512土坑SK

溝で区画された内部には多数の土坑が検出された。すべてについて細かく時期を特定できないのだが、

大まかに見て調査区の南北両端に近い土坑ほど比較的古い段階の遺構が多いように思われる。

95Aa区の北側、 SD15の南に位置する平面楕円形の土坑。東濃型明和1号窯式の灰釉系陶器などが出

土している。

95Aa区のほぼ中央に位置する平面楕円形の土坑。東濃型明和1号窯式の灰釉系陶器などが出土してい

る。

95Aa区の土坑で、 SD19に切られている。東濃型明和1号窯式の灰釉系陶器(椀がまとまって出土L

ている。

- 千 L-5.00、藁葺器苔毒1'。孟孟R;化物混)
図20 96Db区SDll断面図(1 :40)
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1にぷい黄褐色シルト質粘土9灰黄褐色粘土
2灰黄褐色シルト質粘土10にぷい黄褐色粘土
3黄灰色シルト質粘土11褐灰色粘土
4灰黄褐色粘土12にぷい黄褐色粘土
5暗灰黄色粘土13黄灰色粘土
6褐灰色粘土
7暗灰黄色粘土
8褐灰色粘土

図21 96Ea区SD21・22断面図(1 :40)



SK210

SK301

SK189・

191 -311

SK224

SK267

95Ab区の土坑で、 SD41などと同様に中世後期の段階の遺物がまとまって出土している。

96Cb区SD22の北側に位置する平面楕円形の土坑。東濃型明和1号窯式の灰釉系陶器などが出土して

いる。

96Ea区北側で検出された土坑で、図22および図23に示したのはその代表的な例。大きさは長軸2 ～

4m、短軸1m程度で、平面形は楕円形を基本とし、深さは10-20cm程度の浅いものである。遺物は

ほとんど出土していない。こういった形状の土坑がSD21より北側の区域に多数存在しており、南北方

向に軸線をそろえて並んでいる。

96Ea区の土坑で、 SD22とSD25のほぼ中間に位置している0 13世紀末～ 14世紀前半頃と考えられて

いる羽釜型の土師器の鍋が出土している。

96Da区とEa区の境に位置する土坑。東濃型明和1号窯式や尾張型第7型式の灰釉系陶器の椀や、古

瀬戸前Ⅱ期の四(三)耳壷、常滑産の■などがまとまって出土している。

4、一191

r

。。m、

灰黄褐色シルト

図2296Ea区SK189平面図および断面図
(1:40)～、CNこL-5.00-

灰黄褐色シルト

図2396Ea区SK191・311平面図および断面図(1:40)
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図24 95Ba区SK399-415平面図および断面図(1 :40)
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SK66

SK275

SK299

SK420

SK399

SK415

SB01

SB02

SB03

SB04

SB05

513井戸

95Aa区のSD15とSD19に区画された区域に位置する井戸。底の部分から曲物の破片が出土している。

95Ab区のSD20とSD41に区画された区域に位置する井戸(図25)。深さ140cm以上で、曲物を確認し

ている。東濃型大畑大洞4号窯式古段階の灰釉系陶器の椀がまとまって出土している。

SK275の西約10mの所に位置する井戸。東濃型大畑大洞4号窯式古段階の椀などの他、口縁部に卸目

のはいった椀も出土している。

SK299に切られている。東濃型明和1号窯式の椀がまとまって出土している。

95Ba区の井戸で、 SD55と切り合い関係にある(図24)。下層から東濃型大畑大洞4号窯式古段階の

灰釉系陶器の椀などが出土している。

SK399のすぐ東にある井戸(図24)。東濃型大洞東1号窯式の灰釉系陶器の椀などが出土している。

5-4掘立柱建物SB

先程も述べたように調査区内は一面に中土坑が広がるといった状況であり、以下に述べる掘立柱建物

についても溝との関係(方向性など)を重視して想定したものである。いずれの建物もきちんと柱が並

ぶといったものではなく、遺物の時期幅から考えても、実際にはさらに多くの掘立柱建物が立てられた

り、建て替えられていたと考えるべきであろう。

95Ab区のSD20とSD41に区画された区域に位置する建物(図26)。東西約5.7m、南北約2・6mだが、

さらに北に延びる可能性もある。

SB01のすぐ南に隣接する建物(図26)。東西約5・8m、南北約4・8m。

sD43の南側に位置する建物(図27)。東西約7・5m、南北約5.1m。建物の西側にはsD43へとつなが

るsD44がある。

95Ba区のSD46とSD55に区画された区域に位置する建物(図28)。東西約6・2m、南北約8.1m。

95Ba区のSD55のすぐ南に位置する建物(図29)。東西約4・3m、南北約3m。

SS
苧焉7 43重重l芸&7,、)]/隻--じる

図25 95Ab区SK275平面図および断面図(1 :40)



図26 95Ab区SBOl ・02平面図(1 :100)

図27 95Ba区SB03平面図(1 :100)
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図28 95Ba区SB04平面図(1 :100)

23



SB06

SB07

96Ca区のSD05の北側に位置する建物(図30)。東西約4.5m、南北約3.8mだが、さらに西(または

東)に延びる可能性もある。

96Ca区のSD08の南側に位置する建物(図31)。東西約5.1m、南北約3.6mだが、さらに西(または

東)に延びる可能性もある。
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Ⅲ遣物

1縄文時代および弥生時代

95Bb区の下面で縄文土器(5)や弥生土器(6)、さらに敲き石や石刀、石鏃などの石器が出土してい

る(1-4 。 1と3は古墳時代の溝であるSD31の下層から、その他もSD100およびSX01からの出土

であり、この時期に該当する遺構は確認できなかった。

5は口緑がゆるく外傾する深鉢形土器。口緑端部を面取りし、刻目を施している。稲荷山式段階のも

のである。遺構に伴うものではないが、標高4m前後の黒色粘土層から出土している。ちなみにSX01お

よびSD100は池・沼的な環境であったと考えられるが、この黒色粘土層からはヨシ属およびイネ属の植

物珪酸体が多数確認されており、近辺に水田が広がっていた可能性がある。

同時期の土器は大平遺跡や下津城などで出土しているが、大平遺跡では黄褐色砂層の下、標高3・7m前

後の青灰色粘土層から(註1)、下津城では標高4m前後の黒色土層中から(註2)と、いずれの場合も現在の

地表面よりかなり深い位置での出土である。

6はⅣ期前半の土器で、西三河からの搬入品である。

註1伊藤和彦編(1990) 『大平遺跡発掘調査報告書』尾西市教育委員会

註2日野幸治・北催献示編(1986) 『下津城発掘調査報告書(Ⅱ)』稲沢市教育委員会

、、干-1一
二∴ ■ー8ー

3

図32縄文時代および弥生時代の遺物(1-3=1.2、 4=2:3、 5-6=1 :3)



2古墳時代(註1)

SX01

SD31下層

SD31上層

2-1 96Ca区SX01図33)

14は96Ca区下面のSX01出土の遺物で、廻間Ⅱ式期と宇田式期の資料に二分できる。 7 ・8はS

字甕B類の体部上半から口縁部にかけての資料で、形態的な特徴からいずれも廻間Ⅱ式後半期に所属す

るものと思われる。その内で7は体部表面のヨコパケが頸部付近にまで見られ、口緑端部には明瞭な平

坦面が残り、 S字甕B類中段階の資料と考えられよう。それに比べて8は、器壁が均質的になり頸部調

整が見られるなど、 S字甕B類新段階の特色が見られる。

9は口緑部が立ち上がる宇田型甕3類の資料。 10-14は須恵器で、その内の10・11は有蓋高杯。 12

～14は杯身で、端部の調整は段をもつ13と丸く整える12・14が見られる。 14の資料は宇田式中

期、尾張型須恵器Ⅰ-4段階の資料に所属するものと考えられよう(註2)～

2-2 95Bb区SD31 (図33-36)

95Bb区下面のSD31は大きく上下の二層に分離でき、その内の上層には土師器.須恵器がまとまって

出土している。 SD31には25のようなヨコミガキを持つ直口壺のような、廻間様式に所属する資料が数

点見られる。しかしこれらは二次的な混入と考えることができ、 SD31の掘削は下層の遺物の中核をな

す松河戸式段階と想定することができよう。

SD31下層の資料は港内に点在するかたちで見られ、松河戸Ⅰ式後半期からⅡ式にかけての資料が中

心である。 15-18はS字甕D類であり、その形態的な特徴からは総じて松河戸Ⅰ式後半期に見られる

資料が多い。 20は甕Dで、口綾部に僅かに段をもつ丸底甕。体部外面は掻壁技法、内面は横方向の指頭

ナデが見られる。 21-24は小型土器で、 21 ・22は口緑にわずかな段を持つ小型壺B 3類で、 23は口緑

が体部最大径を凌駕する小型壺B 1類に所属する資料である。26は高杯B 2であり、屈曲部から脚端部

までの長さが比較的長くかつ低いといった特徴や、調整痕からはやはり松河戸Ⅰ式後半期に所属する資

料と考えたい。なお小型壺B 3類は松河戸Ⅱ式期に顕著に見られる器種であり、この点を考慮すると、

SD31下層は松河戸Ⅰ式の中段階に掘削され、 Ⅱ式期にかけて継続的に使用された溝であると推測でき

よう。

SD31上層の出土遺物は、土師器と須恵器に分けられる。その内の土師器については、宇田型甕と高

杯によって占められ、他の器種についてはほとんど見られない。その他には72-73の韓式系土器の範時

で考えることができる資料も含まれる。 27-46は宇田型台付甕(宇田型甕)であり、 41-46はその台

部である。台部にはS字甕に見られた明瞭な折り返しが見られず、低く大きく開脚した形態が特徴であ

り、外面には宇田型甕特有のパケの痕跡が粗雑に残り、端部には指頭庄痕がそのまま残る。宇田型甕の

形態は、ほぼ直線的に斜め方向に立ち上がる口綾部を有し、端部を水平方向に拡張する典型的な宇田型

甕3類の資料で占められている。口縁内部にはわずかに内彎が残る。体部外面は粗い特有の羽状パケ調

整で、内面は横方向の板ナデ調整が見られる。口径の大きさからは3つに細分できるようである。最も

小さいものは39の資料で、口径10cm前後、次に12・13cmと、 15・16cmにまとまりが見られる。 47～

51は高杯で、杯部は段が不明瞭であり、椀形化が見られる。以上、土師器に含まれる資料は小砕片も含

めて極く限定された器種のみによって構成されている。

52-54は須恵器有蓋高杯で、 55 ・56は無蓋高杯であるが、 55は尾張型須恵器には見られない形態で

ある。 52・53は脚部に透孔を穿たない典型的な尾張型須恵器の形態を留める。 57・58は施。 59-71は

須恵器蓋杯。 59-65の杯蓋は、天井部の回転へラケズリが稜部近くまで施され、天井はやや高い。口

縁端部の形状は、段を有する資料と、沈線あるいは内彎を呈する資料が見られる。 66-71の杯身は全

体に受部から底部にかけて斜めに浅い体部を有し、受部下には特徴的な屈折が見られる。口緑端部は段

を有するもの、内彎・丸く整えるものなどがある。72は軟質で淡褐色を皇し、短く屈折する口緑を持つ

鉢で、内面はヨコパケをナデによって調整する。外面は指あるいは板状工具によって整えている。73は

壺であるが、瓦質焼成で、体部上端から口頸部にかけてカキ目が残り、体部外面は格子状タタキが施さ

れる。内面はタタキ痕跡を丁寧なナデ調整によって擦り消す。72-73は韓式系土器の範噂で考えられる

資料と思われる。

註1器種分類は赤塚(1994) 「松河戸様式の設定」 『松河戸遺跡』愛知県埋蔵文化財センター調査報告書第48集による

註2岩崎直也1987) 「尾張型須恵器の提唱」 『信濃』第39巻第4号
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遺物組成SD31上層の資料は宇田型■3類を中心とし、須恵器には尾張型須恵器Ⅰ -4段階を基本とする点を

総合すると、宇田式中段階の良好な一括資料と考えることができる。また口縁部による個体識別を試み

たところ72点を摘出することができた。その内訳は土師器27点38% 、須恵器41点57% 、韓式系

土器4点(5%)である。

瓦質壷墨1

軟質甑‡1

軟質鉢辛2

土師器高杯⊂=コ5

土師器壷□2

宇田型■ 20

須恵器有蓋高杯■ 2

-器無蓋高杯■l ,

須恵器杯身18

須恵器杯蓋12

須恵器■ ■〃 6

須恵器壷1'I I J -
10 15 20点

計72点

図36 SD31上層遺物組成

3中世前期

概要

成形技法に

ついて

出土した遺物は灰釉系陶器(椀・皿・片口鉢)、土師器(皿.鍋)、焼き締め陶器(常滑窯産■)、白

磁(梶.皿)などである(図37)。またSE02からは加工円盤がまとまって出土している。この時期の遺

構は95Bb、 95Ca、 96Cbの各調査区(下面)に限られており、遺物の量もそれほど多くない。

79、 90、 92、 93、 95、 96などの灰釉系陶器椀および皿には、口緑の一部分が肥厚して粘土を重ね合わ

せたような痕跡があったり、体部に亀裂や弱い凹線が観察できる。常滑窯の灰釉系陶器の成形技法は、

粘土紐を巻き上げて基礎形を造った後、ロクロの回転運動を利用して細部を引き延ばす方法が想定され

ている(註1)～ 79などの状況は、こうした粘土紐巻き上げ-水挽き技法によるものと考えられる。

同様に中世後期の段階の東濃型灰釉系陶器にも、口縁の一部分が肥厚したり、体部に亀裂や弱い凹線

があるものがいくつか認められる(117、 121、 334、 361、 384、 388、 403、 428、 464など)。さらに施釉

陶器の緑釉小皿の中にも、口縁部を重ね合わせたような痕跡を持つものがいくつかある(216、265)。こ

うした点から考えると、椀皿類の基本的な作り方としては、粘土紐巻き上げによって基礎となる形を

作った後、ロクロ水挽き技法によって仕上げるといった成形技法が一般的であったのではないだろうか。

註1中野晴久(1984) 「知多古窯址群における中世陶器成形技法の再検討」 『知多古文化研究1杉崎章先生退官記念

論文集』
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椀・皿類

片口鉢

4中世後期

4-1概要

馬引横手遺跡の中心となる時期である。出土した遺物は、灰釉系陶器(椀・皿・片口鉢)、土師器(皿(

鍋・釜)、施釉陶器(古瀬戸製品)、焼き締め陶器(常滑製品)、輸入陶磁器などである(註1)。これらに

関しては、まとまって遺物の出土の見られるSK210、 SD41、 SD39、 SD45、 SD46の出土遺物を対象に数

量化を行った。またこの他にも加工円盤、陶丸、土錘、瓦、石製品、木製品、金属製品などが出土して

いるが、中世前期のものも含めてまとめて記載した。

4-2灰釉系陶器

灰釉系陶器には椀.皿・片口鉢がある。

灰釉系陶器の椀・皿類はいわゆる北部系のものがほとんどである。時期的には東濃型白土原1号窯式

から生田2号窯式段階のものまで出土しているが、このうちSK210、 SD41、 SD39、 SD45、 SD46の各遺

構出土の椀について時期別に数量を示したのが図38である。データ化するにあたっては、底部資料を

用いて、藤澤良祐氏に分類していただいた。またグラフ化しなかったが、この他に尾張型の椀が、 5型

式のものが1点SK210 、 8型式のものが2点(SD39およびSD41)出土している。

片口鉢については一部常滑窯産のものも含んでいるが、次のように分類できる。

1類:口縁端部を丸くおさめるもの157、 449。

2類:口縁端部に沈線状の浅い窪みがあるもの。沈線を施したというよりも、口緑外側に粘土を

貼り付けた結果、境目が窪んだものと思われる(158、 386)。口緑端部外側を内側に折り曲げる

形のもの225もある。

3類:口緑端部が外側に突き出した形のもの。 2類に比べると沈線状の窪みがよりはっきりとし

ている160、 226、 297 。外側に突き出した部分を内側に折り曲げる形のもの(296)もある。

4類: 3類に比べて口縁部がさらに外側に突き出しており、端部が面をなすもの298 ～

5類:さらに口縁部が外側に突き出した結果、端部が窪んで、口縁内側も突起状になる(299、

318、346。

6類:口縁部内側に粘土を上向きに貼り付けた結果、端部が窪んだ形状をなすもの。口緑の形は

3類に近い194、 229、 230、 231)～

この分類を片口鉢の編年と照らし合わせると、 1類が6型式に、 2類が7型式に、 3類が8型式に、

4類と6類が9型式に、 5類が10型式におおむね対応するものと思われる。
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図38灰釉系陶器・椀の時期別グラフ
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4-3土師器

土師器には皿と煮炊具(鍋および釜)がある。

土師器皿は以下のように分類した。

土師器皿A類:非ロクロ成形のもの。成形技法および法量の面から以下のように分類した。それぞれ

黄樺色系のa類と灰白色系のb類とがある。

A1類:口径11・ 12・6cm程度、器高が1・ 2cm程度。口緑部をヨコナデし、体部との間に段

を持つタイプ。黄樟色系のAla類113、 169のみ出土している。

A2類:口径6・8-7.7cm程度、器高1.1-1・5cm程度。強いヨコナデによって体部は直線的に立

ち上がっている。底部外面は無調整で、体部との間が段をなす。底部内面と体部内面の

境がやや窪むものが多い。黄樺色系のA2 a類171、 234、 444)と灰白色系のA2b類

168、 203とがある。

A3類: A2類と同様の調整方法で、口径6cm前後、器高1.2cmとさらに小形のタイプ。黄樺色

系のA3a類347)と灰白色系のA3b類166)とがある。

A4類: A2類と同様の調整方法で、口径が8.5-9cm程度の中形のタイプ。灰白色系のA4 b

類109、 167のみ出土している。

A5類:口径6.8-8cm程度、器高1～1.4cm程度。内面はナデによって平滑に仕上げられてい

るが、外面には一面に指頭圧痕が残る。黄樟色系のA5 a類106、 107、 206、 466と、

灰白色系のA5b類(105、 335)とがある。

A6類:A5類と同様の調整を行う中形のタイプ。黄樺色系のA6 a類と灰白色系のA6b類と

がある。 235は口径9・8cm、器高1.5cmとやや大きめだが、その他は口径8・5cm、器高1cm

程度でまとまっている。

A7類: A5類と同様の調整を行うやや深めのタイプ。 A7 a類(黄樟色系)の208が口径8)5

cm、器高2.2cmなのに対して、 A7 b類(灰白色系)の172は口径7・8cm、器高1・7cmとや

や浅くなっている。

A8類:口径7・2-8cm程度、器高1.1～1.5cm程度。口緑部をヨコナデし、体部はやや丸みを持っ

て立ち上がる。体部下半から底部外面は無調整。内面はナデによって平滑に仕上げている。
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黄樺色系のA8 a類(104、 204、 381、 422)のみ出土している。

A9類: A8類と同様の調整方法で、口径8.8-9.6cm程度、器高1・2～1・6cm程度の中形のタイ

プ。黄樺色系のA9a類(205、 467)と、灰白色系のA9b類(110、 468とがある。

A10類: A8類と同様の調整方法で、口径11・ 12.6cm程度、器高1.5-1.8cm程度の大形のも

の。黄樟色系のA10a類(108と灰白色系のA10b類(111)とがある。

A11類: A8類と同様の調整方法で、器高2・5cm程度とA10類に比べてやや深めのもの。黄樟

色系のA11a類(451)と灰白色系のA11b類111、 459)とがある。

土師器皿B類:ロクロ成形のもの170、 202、 207 。口径11・ 13・4cm程度、器高1・7～2・6cm程度

のものが出土している。いずれも黄樟色系のa類。

土師器皿を口径と器高によってグラフ化したのが図39である。

このグラフを見るとまずロクロ成形のB類やA1 a類、 A10類やA11類が他のものとはっきり分か

れており、こうした大形の皿の1群が存在していることがわかる。実際土師器皿B類の207と生田4号

窯式期の灰釉系陶器である209を並べてみると(図47)、両者にはほとんど差がないことがわかる。ま

たこの1群はA10類とA11類のように深さによっても分かれる可能性がある。

次に口径10cm程度の中形の皿の1群がある。これらは口径J.5-10cm程度のものA4 b類、 A

6類、 A9類)、口径6.5-8cm程度のもの(A2類、 A5類、 A8a類)、やや深めのもの(A7類)と

に分けられそうである。

さらに口径6cm程度の小形の皿(A3類)もあり、法量的には大・中・小と、大きく3つのグループ

に分けることができそうである。また深さの点でも大きく2つのグループに分けられそうである。

土師器煮炊具は以下のように分類した。

土師器煮炊具A類:いわゆる「伊勢型」鍋(83、 283、 392、 425、 481、 482 ～

口縁部の折り返しが小さいもの(83、481)、折り返し部分が幅広になり内彎するもの392、 425、

482)、さらに折り返し部分が幅広になり、その下方部分が断面三角形状を呈するもの(283とい

くつかのタイプがあるものの、 A類の出土量はかなり少ない。

土師器煮炊具B類:鍔の付く「羽釜型」鍋

馬引横手遺跡での土師器煮炊具の主体をなす。口緑端部の調整の仕方や、口縁部下方の穿孔の仕方

によってB1類～B8類に分類した。

B l類:口縁端部を内側に向けてヨコナデするタイプで、水平方向にのびる鍔に対して、口縁部

は内傾したのち垂直方向に立ち上がる(349、 368、 393、 476、 484 。口縁部下方、鍔との

境の部分に焼成後の穿孔が認められる。焼成後穿孔はB 1類からB 6類まで共通に認めら

れる。全体の形がわかる476などから推測すると、平底に近いプロポーションになる可能

性がある。他と比べて器壁は厚く、胎土も砂粒混じりのやや粗いものである。

B2類:B l類と同様に口緑端部を内側にヨコナデするタイプで、内傾する口縁部に対して、鍔

はやや斜め上方にのび、口縁部がほとんど鍔に隠れてしまうものもある。鍔の端部はあま

りしっかりとした面を持たないものが多いようである155、 156、 197、 198、 199、 200、

223、 224、 294、 295、 359、 360、 445、 462、 483 。さらに細かく分類することも可能では

あるが、 1個体の中でも場所によって口縁部の形態が大きく異なるものも多い。

B3類:B2類と同様に口縁端部を内側にヨコナデするタイプ。内傾する口縁部に対して鍔はや

や斜め上方にのび、口縁部がほとんど鍔に隠れてしまうものもある。B2類と違い鍔の端

部は面を持つものが多い291、 292、 293、 358)～ 293のようにかなり浅い器形になると考

えられる。

B4類:口緑端部および鍔の端部が面を持つタイプ(321、 356、 357 。水平方向にのびる鍔に対

して口縁部は相対的に短い。

B5類:口縁端部を外側に向けてヨコナデするタイプで、口縁直下が玉線状にふくらむもの。鍔

の部分が大きく、鍔から上の口縁部が長いB5 a類(196、 222、 285、 286、 287)と、相

対的に鍔が小さく口緑部の短いB 5 b類(288、 320)とがある。 B 5 a類が南伊勢系の羽

釜型の特徴を持っているのに対して、 B 5 b類の口縁部は南伊勢系とは異なり、プロポー
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C類

煮炊具につ

いて

口径の分布

使用法につ

いて

孔の問題

ション的にはB2類やB3類に似ている。

B6類: B5類と同様に口緑端部を外方向にヨコナデし、口緑部が外側に折り返されるタイプ。

鍔から上の口縁部が長いB6 a類290、 328、 329、 355、 439)と、相対的に口緑部の短

いB6b類289、322とがあるが、やはりB5類と同様にB6 a類が南伊勢系の羽釜型

の特徴を持つのに対して、 B6 b類の口緑部はB2類などに似ている。

B 7類:口緑部下方、鍔との境の部分に焼成前の穿孔が認められるグループ。鍔の端部が面を持

つB7a類195、 284)と、端部が面を持たないB7b類(323)がある。焼成前穿孔は

中北勢の羽釜型鍋の大きな特徴であるが、鍔の部分を含めた口緑部の形が一般的な中北

勢のものとは異なっており、やはりB2類などに似ている。

B8類:B 7 b類と同様に鍔の端部が面を持たないもの。こうした形状は中北勢の羽釜形鋼の大

きな特徴であるが、全体の形がわかるものがなく、焼成前穿孔についても確認できなかっ

たため、 B 7 b類とは別にしておいた。口緑端部の調整方法がB 5類と同様に外側に向け

てヨコナデする327と、 B 1類などと同様で口緑端部を内側に向けてヨコナデする326と

がある。

土師器煮炊具C類: 「茶釜型」釜(340)

口綾部が1点出土している。

土師器煮炊具において、量的に主体となるのはB類である。 A類の出土量はわずかであるが、 283の

ように尾張地域ではほとんど出土しない第3段階のものが出土しているのは興味深い点である。B類に

ついてもB5類やB6類のように南伊勢系の特徴を持つものや、B7類やB8類のように中北勢系の特

徴を持つものが出土している。

図40はA類およびB類について口径をグラフ化したものである。

これを見ると、口径20-25cmのものを主体として、口径20cm以下の小形のものと、 25cm以上の大形

のものとがあるようである。

土師器煮炊具の主体であるB類に関して、その使用法を考える上で興味深いのが295である。 B類は

形としては羽釜であるが、鍔はとうていその機能を果たせたとは考えられない。さらに口緑部下方には

吊り下げのためと考えられる孔があけられており、 「おそらく竃に設置されるのではなく、五徳や吊り

手を介して囲炉裏に設置あるいは懸架」(註2)されたものと考えられている。また、 B類に限らずこうし

た土師器煮炊具は「構造的にこれらが寵に据えられた可能性は低く、一般的にはいずれも五徳の上で使

われたものであろう」(註3)と考えられている。ところが295は口縁部に焼成後の穿孔は認められるもの

の、体部下半のみに煤が付着し口縁部付近には全く認められず、囲炉裏に設置されていたとは考えにく

い状況である。こうした例はこの1点のみであ

るが、竃の可能性も考えていくべきであろう。

また口緑部にあけられた孔の数であるが、全

体の形がわかる352では3個(2個: 1個)の孔

が確認できる。また293は4個穿孔されている

が、その位置はかなり一方に偏っている(図41)～

もともとA-B-Cと穿孔して使用していたも

のが、 Cの部分が破損したため、新たにC'を穿

孔してA-B-C'として使用した可能性がある

(註4)。こうした焼成後穿孔の例はB5 a類やB

6 a類といった南伊勢系と思われるものにも認

められる。また穿孔を途中でやめている例(未

貫通のもの)もかなり確認できる。また344は口

緑部などの特徴はB 2類と共通しているものの、

明らかに焼成前穿孔を行っている例である。 -、1三



B3類の形

態と機能に

ついて

成形技法に

ついて

また、 B3類については羽釜型鋼の範■で分類したが、他と比べるとかなり浅い器形となっている。

図42に示した3つの羽釜型鋼の口緑部は、いずれも短い鍔が斜め上方に短く突き出した形をしている。

293と295はSD46から出土しており、 360はSD15から出土している。 SD46と違いSD15からは360以

外にはそれほど遺物は出土していないが、大畑大洞～大洞東段階と思われる灰釉系陶器が出土しており、

他の2つよりやや古くなる可能性がある。形態的にも胴部の最大径が胴部中央部にある360に対して、

295などはより上部に最大径が位置している。さらに293と295を並べてみると、胴部の浅い293に対

して295は下半部が深くなっており、両者の形態が異なっているのが分かる。

こうしてみると、羽釜型鋼は360-295という流れの中で、 293のようにより浅い形のものが分化し

てきた可能性が考えられる。そしてそれは単に形が違うという形態的な問題だけでなく、機能的な問題

をも含んでいる可能性がある。

図43は清洲城下町遺跡出土の悟格である(註5)。焙烙の出現は「少なくとも尾張地方の織豊期城館跡

出土の資料を見るかぎり、 16世紀中葉もしくは後葉がその上限と考えられる。」 (註6)という。 293とは

100年近くの空自期間があり、また口緑部の形態も大きく異なる両者を直接結び付けることはできない。

しかしながら、いわゆる伊勢型鋼においては、第4段階以降「f型式の系統は悟賂-と変化していく模

様である」(註7)との指摘もある。今後の資料の増加によっては、現在ある空自部分を埋めることができ

るかもしれない。

またこれらの羽釜型鋼の成形技法については、 「体部下半のみ外型を使用し、そこから先は素地粘土

の輪積みによる成形手法」 (註8)が基本であると考えられる。体部外面の調整方法は下半部がヘラケズリ

であるのに対して上部はパケであり、内面についても下半部はヘラケズリ調整である。手順としては、

①まず外型で底部(下半部)を作る(内側にはヘラケズリ調整を行う) -②粘土を輪積みしていって形

を作り、外型から上の部分にパケ調整を行う-③外型をはずしてひっくり返した後、底部外面をヘラケ

ズリ調整する-④鍔をつけ、口縁端部をヨコナデして整える(この時ナデの方向が内側だったり、外側

だったりする)、というような工程であったと考えられる。

図42 B類(羽釜型鍋,1:4)

図43清洲城下町遺跡出土の焙烙(1 14
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414施釉陶器(古瀬戸製品)

馬引横手遺跡出土の施釉陶器はすべて古瀬戸製品で、大窯製品は出土していない。また時期的にもほ

とんどが古瀬戸後Ⅳ期古段階までのもので、後Ⅳ期新段階のものは天目茶碗C類446と擂鉢95Ba

区SD46出土)が1点ずつ出土しているだけである。

SK210、 SD41、 SD39、 SD45、 SD46出土の施釉陶器について、時期および器種ごとにまとめたのが表

1および図52、 53である。データ化するにあたっては、すべての施釉陶器の破片を藤澤良祐氏に分類し

ていただいた。これを時期別にまとめたグラフが図52、器種別にまとめたグラフが図53である(註9)～

時期的には後期が中心で、とりわけ後期後半のものが全体の半数以上を占めている。これは古瀬戸の

流通の面から見れば当然かもしれないが、その一方で器種別のデータとも密接に関係している。器種別

に見てみると調理具Bが全体の3割を占めており、とりわけ内耳鍋や土瓶、茶釜といった古瀬戸の煮炊

具が高い比率を占めていることがわかる。また数量化したSK210などの遺構以外にも、出土した遺物の

大半が古瀬戸の煮炊具であるSD49のような遺構もあり、全体的に煮炊具の割合が高いというのが馬引

横手遺跡の大きな特徴となっている。また擂鉢を鍋に転用した例もある(274など)～

4-5焼き締め陶器(常滑製品)

全体の傾向としては、壷・■類は6a・6b型式のものが多く、片口鉢(Ⅱ類)は9・10型式のものが

多いようである。 161には細かい擂目が施されている。

4-6磁器

輸入陶磁器の出土量は全体的にかなり少ないが、青磁の大皿(237)や白磁の四耳壷などの出土が見ら

れる。



供膳具平碗

浅碗

底卸目皿

縁粕小皿

折縁小皿

折線中皿

皿

小鉢

盤類折縁深皿

卸目付大皿

直線大皿

盤類

措座洗

調理具A卸皿

柄付片口

調理具B措鉢

内耳鍋

土瓶・釜類

茶釜

蓋

貯蔵具四(三)耳壷

瓶子

義.瓶類

水注

茶道具天目茶碗

茶壷

祖母懐壷

化粧具

神仏具花瓶

筒形香炉

仏供

燭台

小杯

46

3

2

1

4

1

2

5

46

41

59

13

4

17 568

表1施粕陶器の時期別・器種別一覧表



前期前半

前期後半

前期

中期前半

中期後半

中期

後期前半

後期後半

後期

不明

供膳具

盤類

調理具A

調理具B

貯蔵具

茶道具

大子

神仏具

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

図52施粕陶器・時期別グラフ

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

図53施粕陶器・器種別グラフ
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4-7遺物の組成について

計測方法

他遺跡の傾

向

馬引横手遺

跡の特徴

煮炊具と擂

鉢の比率

今回の調査でまとまって遺物が出土しているSK210、 SD41、 SD39、 SD45、 SD46について、出土遺物

の組成を示したのが表2および図59である。

出土遺物の計測方法としては破片数(接合前)を基本とした。溝の資料が中心であるため、全体の傾

向を見るには母数を大きくとったほうがより安定したデータとなると考えたからである。また尾張地域

の中世の土器・陶磁器組成についてはすでに尾野善裕氏によって破片数(接合前)を基本としてまとめ

られており(註10)、他遺跡との比較も容易である。

馬引横手遺跡の場合、遺構によってややばらつきはあるものの、灰釉系陶器の椀・皿類の比率が50～

60%程度で、 12-13世紀の尾張地域では灰釉系陶器の椀・皿類が8割以上を占めていたのに比べると、

その比率はかなり下がっていることがわかる。 14世紀を中心とした天白元屋敷遺跡(第3次調査)の

データを見てみると、灰釉系陶器(椀・皿類)が減った分、施釉陶器の割合が増えているように見える。

また14世紀から15世紀後半の資料である名古屋城三の丸遺跡(第6 ・ 7次調査)の中世Ⅰ期のデータ

では、さらに灰釉系陶器が減って土師器(皿および煮炊具)の割合が高くなっている。そういった傾向

は名古屋城三の丸遺跡(第6 ・ 7次調査)の中世Ⅱ期(16世紀前半)になるとさらに進むようである。

こういった変遷をふまえた上で馬引横手遺跡のデータを見てみると、東濃型明和1号窯式の段階の灰

釉系陶器(椀や古瀬戸前期の資料も少数ながら含まれてしまうのだが、全体の傾向から見れば、天白元

屋敷遺跡のデータと名古屋城三の丸遺跡の中世I期のデータの中間的な様相を示していると言っていい

だろう。

中間的な様相とは、単に灰釉系陶器の椀・皿類が減っているという点だけではなく、土師器の割合が

高くなっている点に顕著にうかがえる。馬引横手遺跡の場合、施釉陶器の割合はそれほど高くなく、し

かも施釉陶器全体の3割近くを占めているのは煮炊具である。つまり古瀬戸および土師器の煮炊具の比

率がかなり高いというのが大きな特徴になっているのである。名古屋城三の丸遺跡では、中世Ⅰ期から

Ⅱ期にかけて土師器の比率が格段に上がり、中世Ⅲ期になると土師器の煮炊具が全体の半分を占めてし

まう。馬引横手遺跡において煮炊具の比率が高いという傾向は、煮炊具の増加の流れの中にうまく当て

はまっていると言えそうである。

ちなみに煮炊具と鉢類の数量的関係を示すと、土師器煮炊具663点、施釉陶器煮炊具117点の合計780

点に対して、灰釉系片口鉢類350点、焼き締め陶器片口鉢(Ⅱ類) 24点、施釉陶器擂鉢46点の合計420

点である。鉢類を1とすると、煮炊具全体で約1.86、土師器煮炊具のみの場合は約1.58という値となる。

13-14世紀の段階において「擂鉢と土製煮炊具の量比は原則的に1 :3以上」で「列島の広い範囲で認

められそう」なのに対して、 15世紀代になると日置荘遺跡の場合「およそ1:1に近い関係を示して」お

り(註11)、馬引横手遺跡の場合もこれと似た数値を示していると言える。
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図58中世後期の遺物13 (包含層, 1 :4、ただし489・490=1 :3)
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SD 45 珪70(申.3% ) 25(6.0% ) 44(10・5% ) 22(5.2% ) 3(0.7% ) 0(0.0% ) 423..

SD 46 車軸 (箪 鳴 )蝣蝣…‥ 93(5.1% ) 343(18.6% ) 163(8.9% ) 0(0・0% ) 1841

合計 3軸 (54 、0% ) 350(5.5% ) 663(10.5% ) 15<抜.抱 > 3(0.05% ^ 6332
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表 2 遺 物 組 成

註1灰釉系陶器と施釉陶器の分類および時期については藤澤良祐氏(財団法人瀬戸市埋蔵文化財センター)に、常滑

窯産陶器の分類および時期については中野晴久氏(常滑市民俗資料館)にご教示いただいた。

註2金子健一(1996) 「古瀬戸の鍋・釜とその周辺一土器内耳鍋出現前夜の様相-」 『鍋と■そのデザイン』

第4回東海考古学フォーラム

註3鋤柄俊夫(1997) 「土製煮炊具にみる中世食文化の特質」 『国立歴史民俗博物館研究報告第71集』

註4伊藤裕倖氏(三重県埋蔵文化財センター)のご教示による。伊藤氏からは南伊勢系および中北勢系の煮炊具に関

していろいろと御教示いただいた。

註5鈴木正貴他編(1994) 『清洲城下町遺跡Ⅲ外町遺跡』愛知県埋蔵文化財センター調査報告書第50集

註6金子健一(1996) 「尾張・三河地方のホウロク」 『鍋と■そのデザイン』第4回東海考古学フォーラム

註7伊藤裕偉「伊勢の中世煮沸用土器から東海を見る」 『鍋と■そのデザイン』第4回東海考古学フォーラム

註8伊藤裕倖編(1997) 『安濃津』三重県埋蔵文化財センター

註9器種ごとのグラフを作製するにあたっては、『(財)瀬戸市埋蔵文化財センター設立5周年記念シンポジウム古

瀬戸をめぐる中世陶器の世界～その生産と流通～資料集』 1996を参考にしてまとめた。

註10尾野善裕(1996) 「東海地方の尾張地域を中心とした中世の土器・陶磁器組成について」 『中近世土器の基礎研

究ⅩⅠ』

註11註3論文



C==⊃

rt >)

^- ~~^、.Tl、t・、JL-- 。 15!、三---¥
く=二二フ℃フと=⊃⊂⊃占コP C⊃ Q⊂コ

、-_の- 、:?_
三*^~
495 496

三吉三二二
497 498 499 500 501

491 492 493 494

,-=^、;I;、 、=:・葦二三
C3 ⊂⊃ 〇=⊃ ⊂二つ⊂=- ⊂コ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂=⊃ ⊂=⊃

ニIこ¥Jf二
502 503 504 505 506 507 508 509 51 0 51 1

図60加工円盤・陶丸1:4

■

■

■
l■

l′_鵜

〟

長軸(㎜)

10

54

l■

◎⑥⑤

0000
512 513 514 515

■

10 20 30 40 50 60 70

図61加工円盤分布図(長軸と重量)



5加工円盤・陶丸

加工円盤は83点、陶丸は33点出土している。

加工円盤は95Ca区下面のSE02中世前期)でまとまって出土している他、包含層出土のものを含め

ると96Ea区の北側、 SD21以北の区域からややまとまって出土しており、興味深い。また図61のグラフ

は出土した加工円盤(包含層を含む)の長軸の長さと重量の関係を示したものである。

6土錘

破片も含めて29点出土している。

長さと幅の関係を示したものが図63のグラフである。Y軸上にドットされているのは、破片のため長

さがわからないものである。形態的には管状のもの517、 522など)と中央がやや膨らみ気味のもの

518、 521など)があり、端部も平坦面を持つもの(524など)と持たないもの(516など)とあるが、

やや大形の526を除けばおおむね同じグループと言えそうである。
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7瓦

SK210から平瓦が1点出土している。凸面には格子状の叩き目が明瞭に見られ、凹面は布目痕が見ら

れる。

、、、
527

」
図64瓦(1:3

8石製品

砥石は70点ほど出土しており、形態的には長方形、バチ形および不定形と様々である。また中央部が

膨らんで断面三角形状を呈するものがいくつか見られる。石材は凝灰岩および砂質凝灰岩、泥質凝灰岩

で、緑色凝灰岩製のもの530、 531、 535もある。

o>-

(「「2 8

図65石製晶1 1:2
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9木製品

糸巻き543や下駄の歯544)の他、漆器の椀や曲物、箸などが出土している。

_「~酢I-
543 ⊂ 544

図67木製品(1:2

10金属製品

銭貨

金属製品には銭貨545-550の他、鉄澤などの鉄器製作に関連する遺物551-557などがある。

銭貨は全部で26枚が出土しており、渡来銭と国内銭がある。銭種の内訳は、開元通賓2枚、淳化元賓

1枚、成平元賓1枚(546)、天聖元賓2枚(548)、皇宋通賓1枚545 、嘉祐元賓1枚550 、治平元

賓1枚547 ■寧元賓2枚、元豊通質4枚549 、紹聖元賓1枚、聖宋元賓1枚、永楽通賓1枚、寛

永通賓4枚、不明4枚である。渡来銭は開元通賓が唐銭、永楽通賓が明銭である他は全て北宋銭であ

る。寛永通賓は全ていわゆる新寛永と呼ばれるものである。

鉄関連資料 本遺跡から出土した鉄器製作に関連する遺物には、鉄澤、鋳型片?、炉壁、含鉄遺物などがある。白

色付着物がある炉壁が近世以降と推定される他は、出土遺構などからみて基本的に中世に属する遺物と

思われる。なお、一覧表の凡例や分析方法は『門間沼遺跡』 (註1)を参照されたい。

鉄滓は表面観察による形状分析から、椀型鉄滓、流動滓、再結合鉄滓に区分でき、椀型鉄滓について

はさらに細分が可能である。

椀型鉄滓A類は、上下面の表面が比較的平滑で重量が重いもので、下面に炉材が付着するものが多い。

椀型鉄滓A類はさらに厚さが4cm前後のA1類(551)と厚さが3cm前後のA2類552に区分でき

る。 552は表面全体が水酸化鉄に覆われ、上面が盛り上がっている。

椀型鉄滓B類は、上下面の表面が凸凹で平滑面があまり認められないもので、概して平面形が大きく

薄い。椀型鉄滓B類は気泡が少なく比重が重いB l類553と気泡が多く軽い印象を持つB 2類 (554)

に区分できる。後者は下面に炉材が付着していない。

555はガラス質の質感が軽い流動滓で、表面に光沢を持つ部分が認められる。

556は残存する表面が黒褐色に変色しており、鋳型片の可能性がある。屈曲部付近に浅い沈線が認め

られるが、製品の形状などについては不明である。

557は鉄製品・半製品などが錆膨れした棒状の含鉄遺物である。

註1蔭山誠一・鈴木正貴(1999) 「金属製品」 『門間沼遺跡』愛知県埋蔵文化財センタ1調査報告書第80集
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図68銭貨(1:2

光沢のあるガラス質

図69鉄関連資料(1:2



Ⅳ馬引横手遺跡の古環境復元

はじめに

地球をひとつのシステムとして見ると、地球は、堆積物や地殻などの地圏や動物・植物からなる生物

圏といったサブシステムから構成される。文明とは、これらサブシステムの物質やエネルギーの流れを

利用する生き方であり、文明の誕生とは、地球システムの中に「人間圏」という人間をサブシステムと

したひとつの物質圏が生まれたことを指す。 「農耕」の開始をもって始まる人間圏の成立は、人が自然

に対して積極的に関与し始めるときでもある(松井,1998)～

遺跡とはまさしくこの人間圏の時代のことであり、遺構の検出作業とは、当時の人間圏の痕跡を探す

作業にはかならない。そして、ある場所でいつ頃人間圏が形成されたのか、これを探るもっとも良い手

段が遺跡の発掘調査であろう。

本章では濃尾平野北東部、一宮市大和町馬引横手から尾西市籠屋にかけて広がる馬引横手遺跡の調査

において、層序変化および採取試料の微化石分析を行ない、当地に人間圏が形成されるまでの古環境変

遷を明らかにすることを目的とした。本遺跡で採取した試料についてパリノ・サーヴェイ(秩)に依頼

して微化石分析を行なった。また、14C年代測定はパリノ・サーヴェイ(秩)を通じ学習院大学年代測定

室に依頼した。

試料

95Bb区

96Ca区

96Cb区

1試料

95Bb区・96Ca区・96Cb区の3調査区において、最終遺構面よりさらに下方に掘り下げ、露出した層

序断面の観察と試料採取を行なった。試料採取位置と層準を図70に示す。

95Bb区では最終遺構面(標高4・80mより深さ約2.0mまで、 96Ca区では14-15世紀と考えられる

遺構面(標高4.94mより深さ約1.6mまで、 96Cb区でも最終遺構面(標高4.556mより深さ約1.8mま

での、地下水が湧水し始める深さまでさらに掘り下げた。

95Bb区の標高2.8～4・4mでは黒色や褐色ないし紫灰色を呈する厚い粘土層と、標高4・4～4・8mまで

の砂サイズ粒子を含む粘土層とシルト層とが卓越する。

96Ca区の標高3・34-3.44mには砂質シルト層、標高3・44～4・50mには黒色～灰色等を呈する粘土層、

標高4・50-4・94mには灰色～褐色等を呈するシルト質極細粒砂層やシルト質粘土層からなる。また、標

高3・60～3・64mの炭化物を含む黒色粘土層から2,270±70yrs BP (Gak-19729)の14C年代値が得られた。

96Cb区の標高2.76-2.78mにはシルト質砂層、標高2.78-4.39mには黒色～褐色等を呈する粘土層、

標高4・39-4.56mには砂質シルト層が堆積し、砕屑物の粒径からシルトと粘土サイズの各々卓越するユ

ニットに大きく分けられる。また、標高2.76-2.78mの砂層中から得られた材からは2,740±70yrsBP、

標高3・32mの黒色腐植土層からは2,420 ± 70yrs BP、標高3.56mの黒色粘土層からは2,540 ± 80yrsBP、

標高3.98mの黒色粘土層からは1,720±70yrsBPの14C年代値がそれぞれ得られた(表4)～

表 4 14C 年代測定結果

調査区 試料名 試料の質 年代値 [yrsB P ] C ode N o・

IB M 96C a 採掘 (4 層 ) 土壌 2,270 ± 70 320 B ・C・ G aK -19729
IB M 96C b 採掘 N o.l 土壌 2,420 ± 70 (470 B .C .) G aK -19727

IB M 96C b 採掘 N o.2 土壌 2,540 ± 80 590 B .C . G aK -19726
IB M 96C b 採掘 N o.3 土壌 1,720 ± 70 A .D ・230 G aK -19725
IB M 96Cb 採掘 N 0・4 材 2,740 ± 70 (790 B .C .) G aK -19728



∴解分多い)
8褐色腐植質粘土層31褐色粘土層(腐植混じる) 9.灰色粘土層(植物片多く含む)
9灰色腐植質粘土層2.灰色粘土層102灰色シルト質砂層

1」天色砂質シルト層

図70試料採取断面柱状図

2方法

珪藻化石 珪藻化石は次の手順で抽出した。試料を湿重で7g前後秤量し、過酸化水素水、塩酸処理、自然沈降

法の順に物理化学処理を施して珪藻化石を濃集する。希釈後、カバーガラス上に滴下し乾燥させる。乾

燥後、プリュウラックスで封入して永久プレパラートを作製する。検鏡は、光学顕微鏡で油浸600倍あ

るいは1000倍で行い、メカニカルステージで任意の測線に沿って走査し、珪藻殻が半分以上残存する

ものを対象に200個体以上同定・計数する。種の同定は、 K・ KrammerandLange-Bertalot (1986 ・ 1988 ・

1991a・1991b 、 K・ Krammer (1992)などを用いる。堆積環境の解析にあたっては、海～汽水生種につ

いては小杉(1988)、水生珪藻については安藤、陸生珪藻については伊藤・堀内(1991)、汚濁

耐性については、 AsaiandWatanabe (1995)の環境指標種を参考とする。



花粉化石

植物珪酸体

化石

花粉化石は試料約10gを水酸化がノウムによる泥化、 ■別、重液(臭化亜鉛:比重2・3)による有機物

の分離、フッ化水素酸による鉱物質の除去、アセトリシス処理の順に物理・化学的処理を施し、花粉化

石を濃集する。残■をグリセリンで封入してプレパラートを作製し、光学顕微鏡下でプレパラート全面

を走査して、出現する全ての種類について同定.計数する。

植物珪酸体化石は湿重5g前後の試料について、過酸化水素水.塩酸処理、超音波処理(70W, 250KHz,

1分間)、沈定法、重液分離法(ポリタングステン酸ナトリウム、比重2・5)の順に物理.化学処理を行

い、植物珪酸体を分離)濃集する。これを検鏡し易い濃度に希釈し、カバーガラス上に滴下乾燥する。

乾燥後、プリュウラックスで封入しプレパラートを作製する。400倍の光学顕微鏡下で全面を走査し、そ

の間に出現するイネ科菓部(葉身と葉鞘)の菓部短細胞に由来した植物珪酸体(以下、短細胞珪酸体と

呼ぶ)および葉身機動細胞に由来した植物珪酸体(以下、機動細胞珪酸体と呼ぶ)を、近藤・佐瀬(1986)

の分類に基づいて同定・計数する。

3分析結果

微化石分析の結果を各調査区ごとに記す。

3-1 95Bb区

珪藻化石 珪藻化石は全ての試料から産出し、試料中から35属289種類が認められる。結果を表5、図71に示

す。試料番号21では真.好流水性種が全体の50%と優占することで特徴づけられる。産出種では好流

水性のAchnanthes convergensが約20%と多産し、同じ生態性をもつAchnanthes lanceolata^ Cymbella

turgidula var. nipponica、 Diatoma hyemale var. mesodon、 Gomphonema sumatorenseを伴う。試料番号20 ・

19では真.好止水性種、真.好酸性種と流水不定性種が増加する。産出種として流水不定性種のDiploneis

ovalis、 Eunotia pectinalis var. minor、 Gomphonema parvulum、 Navicula pupulaや好止水性種のEunotia

bilunarisなどを10%前後産する。試料番号18での生態性には変化がみられないものの産出種は異なり、

好止水性のActinella brasilliensis、 Gomphonema acuminatum、 G. gracileや流水不定性種のPinnularia gibba

流水牲種流水不定仕種止水鯛流水不明種陸生珪藻淡水生種の生態牲

図71 95Bb区深掘の主要珪藻化石群集

各種産出率.完形殻産出率は全体基数、淡水生種の生態性の比率は淡水生種の合計を基数として百分率で算出した。

いずれも100個体以上検出された試料について示す。なお、●は1 %未満の試料について検出した種類を示す。



植物珪酸体

化石

などが10%程度産出する。試料番号17では貧塩-嫌塩性種と真.好酸性種、真・好止水性種が増加す

る。産出種では好止水性のEunotia monodon var. tropica、流水不定性種のEunotia pectinalis var. minor、 E.

pectinalis var. undulata^陸生珪藻のEunotia praerupta var・ bidens、 Hantzschia amphioxysなどが特徴的であ

る。試料番号16-11では貧塩-不定性種、流水不定性種と真・好止水性種、真・好アルカリ性種が多

産する。浮遊生のAulacoseiraambiguaが約20%と多産し、同じく浮遊生のAulacoseiraitalicaを伴う。ほ

かに好止水性のGomphonema gracileや流水不定性のEunotia pectinalis var. minor、 Navicula elginensis、

Pinnulahagibbaもみられる。試料番号10 ～ 7では真・好止水性種が減少し、流水不定性種が増加する。

好流水性のGomphonema sumatorense、好塩性.流水不定性のRhopalodia gibberula、陸生珪藻のHantzschia

amphioxysなどを産する。試料番号6 ・5では、いったん減少した真.好止水性種が再び増加傾向を示す。

浮遊生のAulacoseira ambigua、好流水性のNavicula elginensis var・ neglecta^流水不定性のGomphonema

parvulumなどを多産する。試料番号4～ 1では再び真(好流水性種が増加することで特徴づけられる。

好流水性のAchnanthes convergensやGomphonema sumatorense、流水不定性のAchnanthes minutissima、

Cymbella silesiaca、 Gomphonema parvulumなどを多産する。

植物珪酸体化石は保存状態が悪く、表面に多数の溶食痕の認められるものが多い。結果を表6、図72

に示す。特に試料番号18以深ではほとんど確認されない。試料番号21-18では検出個体が少なく、タ

ケ亜科やヨシ属が認められるにすぎない。試料番号17-11ではヨシ属の産出がめだち、キビ属・タケ

亜科・イチゴツナギ亜科などを伴う。また、イネ属が比較的多く認められ、特に機動細胞珪酸体は約15%

の出現率を示す。試料番号10-5でも試料番号17-11と同様な種類が認められるが、上位になるにつ

れてイネ属やタケ亜科がめだっようになる。試料番号4～1でも同様であるが、特にタケ亜科の産出が

特徴的である。

出現率は、イネ科葉部短細胞珪酸体、イネ科菓身機動細胞珪酸体の総数を基数として百分率で算出した。

なお、.は1%未満の種類、 +はイネ科菓部短細胞珪酸体で200個体未満、イネ科葉身機動細胞珪酸体で100個体

未満の試料について検出された種類を示す。



木本花粉草本花粉・シダ類胞子
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図73 96Ca区深掘の主要花粉化石群集

なお、 ～.は1 %未満、 +は木本花粉100個体未満の試料について検出した種類を示す。

出現率は、木本花粉は木本花粉総数、草本花粉・シダ類胞子は総数より不明花粉を補属数を基数として百分率で

算出した。

短細胞珪酸体

書
標高(m)
5.0 m

サキ亜不
屈属科明属科属族明

士__⊥_⊥

図74 96Ca区深掘の植物珪酸体化石組成

出現率は、イネ科葉部短細胞珪酸体、イネ科葉身機動細胞珪酸体の総数を基数として百分率で算出した。

なお、●は1%未満の種類、 +はイネ科菓部短細胞珪酸体で200個体未満、イネ科葉身機動細胞珪酸体で100個体

未満の試料について検出された種類を示す。



花粉・胞子

化石

植物珪酸体

化石

3-2 96Ca区

花粉・胞子化石について、試料の保存状態は試料番号11 -8では不良で検出化石数も少ない。試料番

号7-1ではやや不良であるものの木本花粉が100個以上検出される。結果を表7、図73に示す。試料

番号1-4では木本花粉の占める割合が高く、検出する種類数も豊富である。コナラ属アヵガシ亜属が

高率で出現しコナラ属コナラ亜属を伴う。マツ属も試料によりばらつきはあるが比較的高率である。試

料番号3.4ではアヵガシ亜属、コナラ亜属のほかに、スギ属とヤナギ属が特徴的な産出を示す。草本花

粉は低率でイネ科、ヵヤツリグサ科、ヨモギ属などが検出される。試料番号5-7では、木本花粉の占

める割合が低くなり、草本花粉・シダ類胞子の割合が高くなる。木本花粉はアヵガシ亜属とマツ属が高

率となり、コナラ亜属やその他の木本類は減少あるいは検出されなくなる。草本花粉ではイネ科が上位

に向かって著しく増加する。試料番号5からはハス属、ヒシ属、サジオモダヵ属などの水生植物が検出

される。試料番号8-11は花粉・胞子化石が少なく、特に試料番号11からはほとんど検出されな

い。

植物珪酸体化石では各試料から植物珪酸体が検出されるものの、検出個体数が少ない試料があり、保

存状態も概して悪い。結果を表8、図74に示す。試料番号1-3 (1層-3層)ではタケ亜科の産出がめ

だち、ヨシ属・ウシクサ族などが認められる。試料番号4-7 (4層-7層)ではヨシ属が優占し、タケ

亜科・ウシクサ族なども認められる。また、栽培植物のイネ属も連続して検出される。試料番号8-ll

(8層-11層)では再びタケ亜科の産出がめだち、ヨシ属・ウシクサ族などが認められようになる。

3-3 96Cb区

花粉.胞子花粉・胞子化石の保存状態は、試料番号1.2では不良で検出化石数が少なく、試料番号10でや

化石 や不良である。結果を表9、図75に示す。試料番号10-8では木本花粉の占める割合が高く、検出す
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図75 96Cb区深掘の主要花粉化石群集

出現率は、木本花粉は木本花粉総数、草本花粉・シダ類胞子は総数より不明花粉を補属数を基数として百分率で算出した。

なお、 ○●は1 %未満、十は木本花粉100個体未満の試料について検出した種類を示す。
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珪藻化石

る種類数も豊富である。コナラ属アヵガシ亜属が高率で出現し、コナラ属コナラ亜属を伴う。マツ属も

比較的高率である。試料番号8でヤナギ属が特徴的な産出を示す。草本花粉は低率で、イネ科、ヵヤツ

リグサ科などが検出される。 96Ca区の試料番号1-4の花粉化石群集の結果と非常によく似ている。試

料番号7-3では木本花粉の占める割合が低下し、草本花粉・シダ類胞子の割合が高くなる。 96Ca区採

掘の試料番号5-7とよく似た花粉化石組成だが、本地点ではマツ属がアヵガシ亜属をやや上回って産

出する。コナラ亜属やそのほかの木本類は減少あるいは検出されなくなる。草本花粉はイネ科が上位に

向かって著しく増加する。ヒシ属、サジオモダヵ属、サンショウモなどの水生植物の種類も増加する。

試料番号2. 1の花粉・胞子化石は少ないが、試料番号2からはソバ属の花粉化石が検出される。

珪藻化石は全ての試料から産出する。結果を表10、図76に示す。完形殻の出現率は30-70%まで変

化するが70%前後の試料が多い。試料中より出現した珪藻化石は30属231種類である。産出種の生態

性の特徴から4つに分帯される。

I帯:試料番号10-9では貧塩-不定性種、 pH不定性種、真・好アルが延性種、真.好流水性種が

多産する。産出種の特徴として好流水性のAchnanthes convergensが約20%と多産し、同じ生態性の

Achnanthesjaponica、 Ceratoneis arcus var.recte、 Cymbella turgidula var. nipponica、 Gomphonema cleveiを伴

う。流水不5e性のCymbella silesiaca、 Gomphonema parvulum、 G.pumilumを伴う。

Ⅱ帯:試料番号7・8では、前試料と比較して貧塩.嫌塩性種、真・好酸性種、真.好止水性種が増加

する。産出種の特徴として、試料8では好酸性・流水不定性のEunotia pectinalis var・ minor、 E.pectinalis

var. undulata 、好止水性のGomphonema acuminatum、 G.gracile、 G. truncationが10%産出する。試

料7では好止水性のAulacoseira italica、 Eunotia flexuosa、 E. serra、陸生珪藻B群(伊藤・堀内, 1991)

のEunotia praerupta var. bidens、 Hantzschia amphioxysを伴う。

流水性種 流水不定性種 止水性種流水不明種陸生珪藻 淡水生種の生態性
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図76 96Cb区深掘の主要珪藻化石群集

各種産出率.完形殻産出率は全体基数、淡水生種の生態性の比率は淡水生種の合計を基数として百分率で算出した。

いずれも100個体以上検出された試料について示す。なお、 ●は1 %未満の試料について検出した種類を示す。
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図77 96Cb区深掘の植物珪酸体化石組成

出現率は、イネ科葉部短細胞珪酸体、イネ科葉身機動細胞珪酸体の総数を基数として百分率で算出した。

なお、.は1%未満の種類、十はイネ科葉部短細胞珪酸体で200個体未満、イネ科菓身機動細胞珪酸体で100個体

未満の試料について検出された種類を示す。

植物珪酸体

化石
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Ⅲ帯:試料番号6-2では貧塩-不定性種、真・好アルヵリ性種、真・好止水性種と流水不定性種が

多産する。特に、産出種の特徴として好止水性のAulacoseira ambiguaが20%前後と多産し、流水不定性

のRhopalodia gibberula、 Gomphonema parvulumを伴う。また、上位に向かって好流水性のNavicula

elginensis var. neglectaが増加する。

Ⅳ帯:試料番号1では真・好流水性種が増加することで特徴づけられる。産出種では好流水性の

Achnanthes convergensが10%と多産し、同じ生態性のCymbella sinuata、 C.turgidula var. nipponica、

Gomphonema clevei 、 Navicula elginensis var. neglec払流水不定性のCymbella silesiaca、 Rhopalodia gibberula

などを伴う。

植物珪酸体化石は各試料から植物珪酸体が検出されるものの、検出個数が少ない試料もあり、保存状

態も概して悪い。結果を表11、図77に示す。 96Ca区の試料と同様に、試料番号10-8 (10層-8層)

では検出個体数が少なく、タケ亜科やヨシ属が認められるに過ぎない。試料番号7 (7層)ではヨシ属

が優占し、、キビ族チゴザサ属.タケ亜科・イチゴツナギ亜科なども認められる。試料番号6 (6層)で

はヨシ属の産出がめだち、キビ族チゴザサ属・タケ亜科・イチゴツナギ亜科なども認められる。試料番

号5-3 (5-3層)でもヨシ属の産出がめだっが、イネ属やタケ亜科も産出するようになる。イネ属の

中には短細胞列として認められるものもある。試料番号2・1 (2層.1層)では検出個数が少ないもの

の、下位試料と同様な種類がみられる。



4馬引横手遺跡の古環境変遷

馬引横手遺跡の地下層序は標高2・8mないしは3.4m以探でみられるシルト質砂層～砂質シルト層の卓

越するユニット1、標高約3.0-4・5mの層厚およそ1mの粘土層が卓越するユニット2、標高4・5m以浅

のシルト層～シルト質粘土層が卓越するユニット3の大きく3つに分けられる。微化石分析の結果をも

とに、馬引横手地域に人が生活を始めるまでの古環境変遷について考察する。

ユニット1はシルト質砂ないし砂質シル下層である。微化石の保存状態は非常に悪い。 96Cb区の標

高約2.76mの砂層中より採取した材の14C年代値から2,740±70yrsBPを得ていることから、縄文時代

晩期において、近傍に河川流路が位置していたと推定できる。

ユニット2からは微化石が良好に産した。ユニット2の粘土層は未分解または分解の進んだ植物片を

多く含むのが特徴であり、色調の差によって下位から灰色-黒～黒褐色-灰～灰黒色-と漸移する。そ

れは95Bb区、 96Ca区、 96Cb区の3地点において同様な傾向を示す。灰色粘土層からはAchnanthes

convergens、 Achnanthes lanceolata^ Cymbella turgidula var. nipponica、 Gomphonema sumatorenseといった

好流水性の珪藻を多産する。また、それらの多産は基物となる植物の繁茂も推定でき、ヨシ属の植物珪

酸体化石の産出はそれを裏づける。花粉化石では木本花粉が多く、特にコナラ属アカガシ亜属、コナラ

属コナラ亜属が高率で検出されたことから、周辺地城の植生はコナラ属の優勢な林が広がっていたと推

定される。

黒～黒褐色粘土層からは、浮遊生珪藻であるAulacoseira ambigua、 Aulacoseira italicaが多産した。本

種は湖沼における浮遊生種として、沼沢地における付着生種として優勢に出現する。本種が多産するこ

とから、黒～黒褐色粘土層堆積時には止水域で沼沢地的な環境であったことがわかる。植物珪酸体化石

ではヨシ属が優占し、花粉化石では河畔や水辺を好むヤナギ属やハス属、ヒシ属、サジオモダカ属と

いった水生植物が多産することとも矛盾しない。また、耐乾性をもつ陸生珪藻のHantzschiaamphioxys、

Naviculamutica、 Pinnulariasubcapitataなども確認されることから、周辺での陸城の存在も示唆される。

96Cb区でみられる黒～黒褐色粘土層から2,420± 70yrsBP、 2,540 ± 80yrsBPの14C年代値が得られて

いる。ユニット1の堆積から約200年経た後、本地域は沼沢地的環境であったことがわかる。

灰～灰黒色粘土層では、花粉化石について木本花粉に比べて草本花粉やシダ類胞子の割合が高くなる。

中でもイネ科花粉が著しい増加傾向を示す。また、植物珪酸体化石でも上位に向かってイネ属が多産す

る。 96Cb区、標高約4・0mの土壌から得られた14C年代値は1,720±70yrsBPを示しており、古墳時代

の調査地周辺はかなり開けた環境で、周辺では稲作が行なわれていたことがわかる。

ユニット3ではAchnanthes convergens、 Navicula elginensis var. neglectaといった流水性珪藻が増加

傾向を示し、堆積物自体も下位の粘土層に比べてシルトサイズの粒子を主体とした堆積物-と変化する。

本ユニット堆積時に、それまで遠方に存在した河川流路が再び近傍に変化したことがわかる。また、シ

ルトが卓越するようになることから、シルトを運搬できるだけの水理条件になり上方へ砕屑物を堆積さ

せていったのがわかる。馬引横手遺跡の最終遺構面は本ユニット上に形成されていた。
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Palaeoenvironment changes in and around Archaeological Site since the Final Jomon Period

Tsuyoshi Kito, Mamiko Honki and Kazumi Ozaki

The palaeoenvironmetal change during the Upper Holocene in

the Nobi Plain are discussed on the basis of micro fossils and

14C dating. We found three stages. The first stage (ca. 2,700 yrs

BP) was characterized by sand and silt dominated sediments・ Ⅰn

the second stage (ca. 2,500-1,700 yrs BP), there were swamp

such as rheophilous and/or planktonic diatoms, the aquatic or

the water's edge plant pollen as Salix, Nelumbo, Alisma, and

phytolith of Phragmites. During the first and second stages, the

palaeoenvironment changed immediately, especially, the rate of

grass weed pollen as Gramineae and phytohth of Oryza increased.

The vegetation by human action began at the upper part of this

stage・ The third stage (ca・ 1,700-1,300 yrs BP) was the surface

of the earth, which consisted mainly of the terrestrial diatom

and grass weed pollen.



表5 95Bb区深掘の珪藻分析結果(1 )
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表5 95Bb区深掘の珪藻分析結果(2)

桂Si
聖書.さl芝,¬起票

Frasilaria construens fo venter CEhrなHustedt

Fme bri,こ― 帆"

Fraeilaria Darasitica rW.SmithなGrunow

Fraeilana Dinnata EhrenberE

Fraeuana Dinnata var. lancettula (SchumなHustedt

vauchenae (Kuetz・1Petersen

silana vaucherme v; rGrunなPatrick

Frasilana virescens Ralfs

tulia rhomboides (EhrいDe Toni

Frustuha r城omboides var. saxonica (RabhなDe Toni

Frustuha vulearis (Thwait lDe Toni

wholdn Hustedt

GomDhonema a<

GomDhonema affine Kuetzina

Gomohonema aneustatum (Kuetz lRabenhorst

GomDhonema a

GomDhonema a¥

Gomohonema axなLanee-Bertalot

GomDhonema chnstensenn Lowe et Kociolek

Gomohonema clevei Fncke

GomDhonema clevei > 1naeau loneum H.Kobavasi

GoniDhonema contratums Lanse-B. & Reichardt

GomDhonema s. ど

GomDhonema oarvulum KuetzinE

Gomohonema oarvulum var. lasenula (KuetzinどなFrenEu

GomDhonema Dseudoaugur Lange-Bertalot

GomDhonema DseudosohaeroDhorum H.Kobavj

GomDhonema dなReichardt & Lange-Berta

GomDhonema auadruなW slouch

GomDhonema subtile Ehrenbera

Gom rmonema

GomDhonema ti

GomDhonema sdd

scahroides fRabh lCleve

Gvrosiema soenceni (W.SmithいCleve

Hantzschia amohioxvs (Ehr l

Melosira americana KuetzinE

Melosira varians AEardh

Mendion arculae var. constriction (RalfslV.Heurck

Navicula amencana Ehrenbera

Navicula aneusta Grur

Navicula ariiensis Okuno

Navicula bacillum Ehrenber巨

Navicula brvoDhua Bove-Petersen

Ditata Ehrenbere

Navicula dementis Grunow

Navicula cohnu (HilselLanee-Bertalot

Na vicula contenta Grunow

Na vicula crvDtotenella Lan巨e-B ertalot

Navicula decussis OestruD

Navicula elemensis fGree lRalfs

Navicula eleinensis var. cuneata H.Kobavasi

Navicula elemensis var. neelecta (Krass lPatrick

Na vicula eoeoDertiana (BleischなH.L.Smith

Navicula hasta var. sracilis Skvortzow

Navicula isnota Krasske

Navicula isnota var. Dalustns fHust lLund

Navicula kotschvi Grunc

Navicula lae、′issima KuetzinE

Nav cu a ael/ m fo. fusticulus (OestruなH.Kobavasi

Na vicula leotostnata Joereensen

Na vicula mobihensu

Nav cula mut ca Kuetz nど

:u a notha Wallace

Navicula Daramutica Bock

Navicula macenta Ehrenbers

Navicula macenta fo. obtusa Meisl

Navicula Diausibihs Hustedt

Navicula oseudolanceolata Lan巨e-Bertalot

Navicula miDula Kuetz

Navicula DUDula var. rectansulans (ure l

Navicula dusio Cleve

Navicula radiosa Kuetzim

Navicula radiosa fo. nwDonica Skvortzow

Navicula rhvnchoceDhala KuetzinE

Navicula saxoDtiila Bock

Navicula sen oem s H.Kobavasi

Na vicula subnvmohar

Navicula tantula Hustedt

Navicula tenelloides Hustedt

?ula tokvoensis H.Kol

Nav cula veneta Kuetz ng

Navicula vindula (KurtzなKuetzine

Navicula vmdula var. hneans Hustedt

Navicula sdd

Neidium affine var. loneiceos (GreEなCleve

Neidium awinum Hustedt

Neidium airmha¥ 1Krammer

Neidium bisulcat ど 1Cleve

Neidium dubium (Ehr.^Cleve

Ne dium rid号(EhrなCleve

Neidium mdis var. amDhieomvhus (EhrいV.Heurck

Neidium DroductuなCleve

Nitzschia amohibm Grunc

Nitzsch a anどustata (W.SmithlCleve

Nitzschm breviss

Nitzschia disswi

Nitzschm frustulum CKuetz l

Nitzschia nana Grunow

Nitzschm obtusa scamelliformis Grur

Nitzschia. venumutd. (Grun lPera巨allo

Nitzschia romana Grunow

Nitzschm sismoidea CEhr・なW.Smith

Nitzschia smuata var. deloenei (Grun lLan巨e-Bertalot

Nitzschm terrestris (PetなHustedt

Nitzschia sdd

Orthoseira roeseana (Rabhい0"Meara

acrosDhaena W.Smith

Pinnulana aDDendiculata (A巨いCleve

Pmnularia boreahs Ehrenbere

PmnuJana boreahs vなRabenhorst

Pinnulana braunu (GruなC eve

Pmnularm braunn var. anmhiceDhala (A.MaverいHustedt

Pinnularia brebisaonii (KuetzなRabenhorst
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表5 95Bb区深掘の珪藻分析結果(3)

種類-
'L醤一覧.う十清恐

Pmnularia brevi

Pmnulana brevicostata var. sumatrana Hustedt

mnata Berber & Cari

Pmnularia di ver.gens W.Smith

Pmnulana diversens var. ellwtica (Grun lCleve

Pinnulana di versentissima (GrunいCleve

Pmnulana sentihs ( DonkinいCleve

P―nnulana eibba Ehrenber巨

: sibba var. hneans Hustedt

Pinnularm eibba vどvia CEhrなHustedt

Pmnularia eibba v ・ oarva (Ehrい

acuoides Hustedt

Pinnularm lmDeratrix Mills

Pin乃ulana mconstans Maver

Pmnularia mterruota W.Smith

Pinnularia karelic.

Pmnulana lenticuloides H.Kobava

Pinnulana luculenta A.Schmidt

Pmnulana macuenta (Ehr lC eve

Pinnulana maior KuetzinE

Pmnulana mesoleDta (Ehr )W.Sm th

Pmnulana microstauron (EhrなCleve

Pmnularia nodosa Ehrenbere

Pinnularia obscura Krasske

Pmnularia omata H.Kobavasi

Pmnulana schroedem (Hust.なKrammer

Pmnulana silvatica Petersen

i stomatoDhora CGrun lCleve

I streDtoranhe Cleve

Pmnulana subcaoitata Gre20rV

Pmnulana subnodose Hus

Pmnulana substomatoDhora Hustedt

Pmnulana sudetica (HilselM.Pera巨allo

Pinnulana vmdis (Nit;なEhrenber巨

Pmnulana sd.- 1

Pmnulana sdd

RhoicosDhema abbrevmta (AどなLanee-Bertalot

nstricta (W.SmithlKrammre
Rhooalodia eibba fEhrいO.Mu er

Rhonalodia eibberula (Ehr lO.Muller

RhoDalodm auisumbire

Staurone s acuta W.Smith

ar. inflata H.Kobavasi

Stauroneis anceos Ehrenbere

Stauroneis ancem fo. linearis (Ehr lHustedt

Stauroneis krieeeri Patrick

Stauroneis lauenbureiana Hustedt

Stauroneis leeumen (EhrいKuetzinE

Stauwne s nobilis Schumann

Staumneis obtusa La巨erst

is Dhoenicenteron ("Nit; 1Ehrenbers

Stauroneis ohoenicenteron fo. eracilis (Ehr lHustedt

・.s Dhoemcenteron var. hattorii Tsu

f.s ohoenicenteron v gnata Meister

Stauroneis nrommula Hustedt

Stauroneis smithii Grunow

Stauroneis staurolineata Reim

is tenera Hustedl

StauTOneLS SDt)

Sunrella ansusta KuetzinE

Surirella linearis W.Smith

Surirella ovata var. ninnata (W.SmithlHustedt

Surirella robusta Ehrenbere

Sunrella tenera Gre20rV

Svnedra maeauahs H.Kobava

Svnedra r0.号trata Pantocsek

Svnedra ulna (KmなEhrenbere

Tabel ar a fenestrata (LvnEbなど
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海水"汽水生種合計
汽水生種合計
淡水生種合計
珪藻化石総数
凡例

HR塩分濃度に対する適応性pH水素イオン濃度に対する適応性cR流水に対する適応性
Meh汽水生種al-bi真アルカM生種トbl真止水性種

Ogh-hil貧塩好塩性種aLll好アル刑性種1-ph好止水性種

Ogh〝1nd貧塩不定性種ind :pH不定性種lnd流水不定性種

Ogh-hob貧塩嫌塩性種ac-11好酸性種r-ph好流水性種

Ogh-unk貧塩不明種ac-bi真酸性種r-bl真流水性種

unk :pH不明種unk流水不明種

環境指標種

E2汽水泥質干潟指標種(小杉, 1988)

J上流性河川指標種K中-下流性河川指標種L最下流性河川指標種M湖沼浮遊性種

N湖沼沼沢湿地指標種o・沼沢湿地付着生種p高層湿原指標種(以上は安藤, 1990)

S好汚濁性種U広適応性種丁好沽水性種(以上はAsai,K. & Watanabe,T.1995)

RI陸生珪藻(RA:A群,RB:B群、伊藤.堀内, 1991)
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表6 95Bb区深掘の植物珪酸体化石分析結果

種類

試料番号1 234567 9101112131415161718192021

イネ科莱部短細胞珪酸体

イネ族イネ属243738-43- 15171715655

キビ族キビ属

キビ族チゴザサ属

キビ族

タケ亜科

ヨシ属

ウシクサ族コブナグサ属

ウシクサ族ススキ属

イチゴツナギ亜科

不明キビ型

不明ヒケシバ型

不明ダンチク型

一一13 - 3 1 - - 4

- 3 2 - - - 2 - 2 -

56676-3811111231329

61317 71710 4 311 - 5 2131219 3

1 123127 16 8 1281 8590648868151

1 3 5 4 1

42 1 766 1 419- 4 1 2351

5 3 1 5 1 - 1 2 3 - 3 1 1

5 132550392331 67333392524 19107

33 ll 4233342393

6264329 16 8 18643710551 4052

イネ科菓身機動細胞珪酸体

イネ族イネ属12 1128262019 156016 1618 7

タケ亜科404044452420271225 → 24 2 71426 7 755 2 2

ヨシ属31210 41013334345 2401043631 145324 -

ウシクサ族25523 21088121810

不明464139333944323024 247764639626161334010 2

合計

イネ科菓部短細胞珪酸体53 95226131 82 71 61335203321221224205588 29 17 5 7

イネ科葉身機動細胞珪酸体100104108 97103108117106101 5106254108101 120165103 40102 13 4

総計137 135 147 150198334248 188 172 66441457429322344370691 69 119 18 ll

組織片

イネ属短細胞列12- 3412-.

表7 96Ca区深掘の花粉化石分析結果

種類

試料番号1 1 10

化粉

マキ属

モミ属

ツカ属

トウヒ属

マツ属

コウヤマキ属

スギ属

イチイ科-イヌヵヤ科-ヒノキ科

ヤナギ属

ヤマモモ属

サワグルミ属-クルミ属

クマシデ属-アサダ属

カバノキ属

バンノキ属

ブナ属

コナラ属コナラ亜属

コナラ属アヵガシ亜属

クリ属-シイノキ属

ニレ属-ケヤキ属

エノキ属-ムクノキ属

コクサギ属

アヵメガシワ属

モチノキ属

ヵエデ属

トチノキ属

フドゥ属

ツタ属

シナノキ属

ウコギ属

ミズキ属

ツツジ科

スイヵズラ属

9 8 7 6 5 4 3 2 1

1

1 1

2 4

1

1

2

1 1

4 5

1

2

23 26

3 5

4

ガマ属

サジオモダヵ属

オモダカ属

イネ科

ヵヤツリグサ科

ミズアオイ属

サナエタデ節-ウナギツヵミ節

タデ属

アヵザ科

ナデシコ科

ハス属

マメ科

ヒシ属

-L-"J科

ヒルガオ属

オミナエシ属

コキツル属

ヨモギ属

他のキク亜科

タンポポ亜科

不明花粉

シダ類胞子

ミスワラビ属

サンショウモ

他のシダ類胞子

r-1-i)

木本花粉
草本花粉

不明花粉
シダ類胞子

総計(不明を除く)

74

3 1

4 18 5

4 7 4

24 71 31 1

1 9 2

12 19 22 1

2 4 3

12 2

2

T,

1 9

3

288 68 9

12 14 21

ll

23 36 10

1

1 4

4 10 5 13 10 4

2 1 1

2 1

2 1 1 1

1

1

1

1

1

1

2

217 213 221

138 61 30 ll 1

0 1 1 1

786 1 13 22 128 2

1 137 391 265 360



表8 96Ca区深掘の植物珪酸体化石分析結果

試料番号11 10 9

イネ科葉部短細胞珪酸体

イネ族イネ属

キビ族チゴササ属

タケ亜科

ヨシ属

ウシクサ族コフナグサ属

ウシクサ族ススキ属

イチゴツナギ亜科

不明キビ型

不明ヒゲシバ型

不明タンチク型

イネ科葉身機動細胞珪酸体

イネ族イネ属

タケ亜科

ヨシ属

ウシクサ族

不明

2 3

4 7

1 3

1

1 1

合計
イネ科葉部短細胞珪酸体

イネ科黄身機動細胞珪酸体

総計

組織片

イネ属短細胞列

表9 96Cb区深掘の花粉化石分析結果

種類

試料番号1 2 3
本花粉

マキ属

モミ属

ツカ属

マツ属

コウヤマキ属

スギ属

イチイ科"イヌカヤ科-ヒノキ科

ヤナギ属

ヤマモモ属

サワグルミ属-クルミ属

クマシデ属-アサタ属

カバノキ属

バンノキ属

ブナ属

コナラ属コナラ亜属

コナラ属アカガシ亜属

クリ属-シイノキ属

ニレ属-ケヤキ属

エノキ属-ムクノキ属

アヵメガシワ属

モチノキ属

トチノキ属

ブドウ属

シナノキ属

ツツジ科

イボタノキ属

スイヵスラ屈

7 8 9 10

2

2

9 14 5

1

22 7

9 4

57

2

2

17

1

23

4

ガマ属

ミクリ属

すシオモタカ属

オモタヵ属

イネ科

カヤツリグサ科

ミズアオイ属

サナエタデ節-ウナギツヵミ節

ソバ属

アカサ科

ナデシコ科

ハス属

アブラナ科

ヒシ属

セリ科

ヒルヵオ属

オミナエシ属

ヨモギ属

他のキク亜科

タンポポ亜科

不明花粉

シダ類胞子

ミスワラビ属

サンショウモ

3

1 3

2

1 51 160 53 76

5 20 9 4

1 10 15 59 17

2

1

2

1 1

30 19 28 14

28 4 1

2

62 4 1

ll 8 8 9 15 5 6

1 1 1 3

1

1

3 4 3

他のシダ類胞子13 400 344

1

1

2

5

162 1

114 1

0

405 2

681 5

75



表10 96Cb区深掘の珪藻分析結果(1)

生態性
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Achnanthes con vereens H.Kobavasi

Achnanthes lnflata (Kuets.なGrunow

Achnanthes iaoonica H.Kobavasi

Achnanthes lanceolata (Breb.なGrunow

Achnanthefs lineans W.Smith

Achnanthes lineans var. Dusilla Grunow

Achnanthes mmutissima Kuetzin更

Achnanthes oblonsella OstruD

Achnanthes subhudsoms Hustedt

Achnanthes troDica Hustedt

Achnanthes sdd.

Achnella brasihensis Grunow

Amnhora montana Krasske

Amohora ovakis var. affmis (Kuets.1VHeurck

Amnhora oediculus CKuetsなGrunow

A ulacoseira ambisua (Grun ・なSimonsen

A ulacoseira crenulata (Ehr.1Krammer

Aulacoseira distarts (Ehr.1Simonsen

A ulacoseira sranulata (Ehr・なSimonsen

A uracoseira italica (Ehr.なSimonsen

Aulacoseira italica var. valida (Grun.なSimonsen

A ulacoseira oensacolae (A. S ・なSimonsen

Caloneis hacillum (Gran.いCleve

Caloneis lauta Carter & Bailev-Watts

Caloneis lentosoma Krammer & Kanee-Bertalot

Caloneis sihcula CEhrなCleve

Caloneis sd.-1

Ceratoneis arcus KuetzmE

CeIWoneis arcus var. hattonana Meister

CeIuoneis arcus var・ recta (Cl.なKrasske

Cocconeis disculus Schmann

Cocconeis Dlacentula ( Ehr.なCleve

Cocconeis nlacentula var. euelvnta (Ehr.なCleve

Cocconeis olacentula var. lmeata (Ehr.なCleve

Craticula haloohila (Gran・ ex V.HeurchいD.G.Mann

Cvmhella affims KuetzinE

Cvmbella amDnioxvs ( Kuets.なGrunow

Cvmbella asnera (Ehr.なCleve

Cvmbella cistula (Ehr.いKirchner

Cvmbella cusDodata Kuetzin巨

Cvmbella eracius (Ehr.なKuetzinE

Cvmbella heteroDleura var. minor Cleve

Cvmhella hvbrida var. lanceolata Krammer

Cvmbella mnomca Reichelt

Cvmbella lacustns (AE・なCleve

Cvmbella leotoceros (Ehr.なKuetzine

Cvmbella mesmna Cholnokv

Cvmbella mmuta Hilse ex Rabh.

CvmheUa na vicuhformis Auerswald

Cvmbella Derousilla A.Cleve

Cvmhella suesiace Bleisch

Cvmbella smuata GreどOrV

Cvmbella subaeauahs Grunow

Cvmbella tumida ( Breb. ex Kuets.なV.Heurck

Cvmbella tureidula Grunow

Cvmhella tureidula var. nwnomca Skvortzow

Cvmbella sl)D

Diatoma hvemalis var. mesodon (Ehr・なKirchner

Diatoma vulsans Borv

Diatotnella balfounana (W. SmithなGrevil

Dmloneis maremestnata Hustedt

Dmloneis ovalis ( HilseなCleve

Dwloneis oarma Cleve

Emthemia adnata ( Kuets. )Brebisson

Eoithemia tursida (Ehr.なKuetzine

Eunotia arcus EhrenberE

Eunotm arcus var. bidens Grunow

Eunotia bilunans (Ehr.なM ils

Eunotia bisenatoides H.Kobavasi

Eunotia duDlicoraDhis H.Kobavasi

Eunotia fallaz A.cleve

Eunotia flexuosa (Breb.なKuetzmE

Eunotia bformica Ehrenbere

Eunotm sraciahs Meister

Eunotia mcisa W.Smith ex GreE0rv

Eunotia monodon var. asiatica Skvortzow

Eunotia monodon var. tromca Hustedt

Eunotia naegelu Mierula

Eunotm Damloo(Gxm¥.1 Hustedt

Eunotia oectmehs var. minor (Kuetz.なRabenhorst

Eunotia Dectmehs var. undulata (Kalis.なRabenhorst

Eunotia nectmelis var. ventrahs (Ehr.なHustedt

Eunotia maeruvta Ehrenber更

Eunotia DraeniDta var. bidens Grunow

Eunotia nraeniDta var. lnflata Grunow

Eunotia DraeniDta Dseudotndentula H.Kobavasi

Eunotia Dvramidata var.monodon Krasske

Eunotia serra EhrenberE

Eunotia sdd

Fraeilana breviatnata Grunow

Frasilaria canucma Desmazieres
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表10 96Cb区深堀の珪藻分析結果(2)

Fraeilaria caoucina var. radians CKuetz.なIanee-Bertalot

Fraeuana construens (Ehr.なGrunow

Fraeilana construens fo・ venter CEhr・なHustedt

Fraeilana exieua Grunow

Fraeilana Dinnata EhrenberE

Fraeuaria vauchenae (Kuetz.なPetersen

Fraeilana virescens Ralfs

Frustulia rhomboides var. saxomca CRabh.1 De Toni

Frustuha vuleans (Rabh.いDe Ton

Gomnhonema acuminatum Ehrenbere

Gomnhonema acummatum var.brebissonu (Kuetz.1 Cleve

Gomnhonema aneustatum (Kuetz.1 Rabenhorst

Gomohonema anbustatum var. linearis Hustedt

GomDhonema aneustum AEardh

GomDhonema ausur Ehrenbere

Gomohonema aueur var. turns (Ehr.1 Lanどe-Bertalot

Gomnhonema chnstensenh Lowe et Kociolek

GomDhonema clavatum Ehrenbere

GouiDhonema clevei Fncke

Gomohonema clevei var. iavamca Hustedt

Gomvnonema contraturns Lanee-B ・ & Reichardt

Gomrmonema eracile Ehrenberわ

Gomohonema insiene GreE0rv

Gomnhonema mmutum (AeardhなAeardh

Gomnhonema Darvulum KuetzinE

GomDnonema Darvulum var. lasenma (Kuetzin巨なFren巨uelh

Gomohonema Dumilum (Grun.なReichardt&LanEe-Bertalot

GomDhonema sDnaeroDhorum Ehrenberわ

GomDnonema subtile Ehren巨erg

Gomnhonema sumatorense Fncke

Gomnhonema truncation EhrenberE

Gomnhonema sdd.

Gvrosiema nodiferum (Grun.いG - West

Hantzschia anmhioxvs (Ehr.いGrunow

Hantzschia vivax var. hvnerborea (Grun.なLanEe-Bertalot

Melosira vanans Asardh

Na vicula amencana EhrenberE

Navicula amensis Okuno

Navicula bacillum Ehrenbere

Na vicula

Na vic ula

Na vicula

Na vicula

Na vicula

Na vicula

Na vicula

Na vicula

b―蝣voohula Bove-Petersen

chonu (Hilsel Lan巨e-Bertalot

contenta Grunow

crvDtotenella Lan Ee-B ertalot

decussis OestniD

elsmensis (Gre巨.なRa fs

elemensis var. cuneata H.Kobavasi

elemensis var・ neslecta (Krass・なPatrick

Na vicula eastrum (Ehr・なKuetzmE

Navicula eoeooertiana CBleischなH・LSmith

Navicula laeviccima Kuetzine

Navicula mobiliensis var. minor Patrick

Navicula mutica Kuetzing

Navicula mutica var. centncosa ( Kuetz.なCleve

Navicula oaramutica Bock

Na vicuia nlacenta EhrenberE

Navicula Dlacenta to. obtusa Meister

Na vicula Dlausibihs Hustedt

Navicula nseudolanseolata Lanee-Bertalot

Navicula Duoula KuetzinE

Navicula DUDula var. caootata Hustedt

Navicula nunula var. rectaneularis (Gre巨.1 Grunow

Navicula radiosa Kuetzine

Navicula radiosa丘)〟 NiDDomca Skvortzow

Navicula subnvmoharum Hustedt

Na vicula tantula Hustedt

Navicula tokvoensis H.Kobavasi

Navicula venerabhs Hohn & Hellerman

Navicula vmdula rKuetz.1 Kuetzine
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Neidmm ammum Hustedt

Neidium amDliatum (EhrなKrammer
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Pmnulana cardmalis CEhrなW.Sm th
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表10 96Cb区深堀の珪藻分析結果(3)

嬉生態性:環慧

Pmnulanadiversensvar.decrescens(Grim.なKrammer Osh-hob ac-i in°

0

S

J 1 4

Pinnulariadivereensvar.ellintica (Grun.なCleve Oeh-hob md kid 1

Pinnuiariadivereennvar.undulata Henbaud Osh-hob ac-il md l l

Pinnulanadiversenhssima(Grun.ーCleve Ogh-ind ac-U nd l l

PmnulanasibbaEhrenberE Ogh-ind ac-il in° 1 3 2 5 4 7 9

PinnuiarmeracrioidesHustedt Oeh-hob ac- uid 1

Pmnulanahemwtera(Kurtz.ーCeve Ogh-hob kid 1-ph 1 1 1 1 3

PmnulanamconstansMaver Ogh-hob ac-il in° 1

Pmnulanamacilenta(Ehr.なCleve Ogh-hob ac-il Lph 2

PmnulanamaiorKuetzinE Ogh-ind ac-il -b 1

Pinnulariamesolenta(Ehr.なW.Sm th Ogh-ind nd uid 3 1 10 7 1

Pmnulanamicrostauron(Ehr.なCeve Ogh-ind nd nd S 2 2 1 1 3

PmnulananodosaEhrenberE 0gh〝h0b ac- 1-ph 0 3 1 3

PmnulanaruuestnsHantzsch Ogh-ind hd hd

RI

2 3 3 1 1

Pinnulariaschoenfelderi Krammer Oeh-ind md hid 2 3 2 1 1

Pmnulariaschroedeni(Hust.なKrammer Oeh-ind md uid RI 1 5 1

PmnulariasilvaticaPetersen Ogh-ind nd md RI 1

PinnulariastomatoDhora(Grun.いCeve Ogh-ind ac-il 1-ph 2 2 2 1 1

Ogh-hob ac- トph

RB,S

1

Oeh-ind ac-il in° I l l 2 3 1 1 1

PmnulanasubruoestnsKrammer Oeh-ind kid hid 2

PinnulanasubstomatonhoraHustedt Ogh-hob ac- トph

0

1

0gh〝ind in° nd 2 2 2 8 4 1 1

Pinnulana sdt〕l Oah-unk unk unk

K,T

T

3 2 6 2

Oeh-hil al-il r-ph l l

Rhooalodiasibba(Ehr.なO.Mu er Ogh-hil al-il hid 2

Rhooalodiasibberma(Ehr.いO.Muler Ogh-hil al-1 nd 11 19 16 11 13

RhoDalodiaamsumbirsianaSkvortzow Ogh-hil al-il 1-ph 1

StauroneisacutaW .Smith Osh-ind al-l 1-ph 1

AtauroneisanceosEhrenber巨 Oeh-ind uid kid 1 1 3 1 4 1

Stauroneisancensfo・lmeans(Ehr.なHustedt Osh-ind md md T

0

1

Stauroneisancensvar.sibencaGrunow Ogh-ind nd md 1

Stauroneisleeumenvar.ellinticaH.Kobavasi Ogh-hob ac-il 1-ph 1

StauroneisnobilhsSchumann Oeh-hob ac-il md 1

Stauroneisnhoenicenteron(Nitz.ーEhrenberど Oeh-ind in° トph 3 1 2 1

Stauroneisnhoemcenteronm.sracihs(EhrなHustedt 0gh〝ind kid 1-ph 0 2 1

Stauroneisnhoemcenteronvar.hattornTsumura Oeh-ind

Osh-ind

uid

-d

uid

k

0 2 1

1

StaunoreissmithuGrunow
gn-in
Oeh-ind

in

al-il

un

ロph U 1

StauroneisstaurolmeataReim Oeh-unk unk unk l l

Ogh-unk unk unk

U

1

SunrellaansustaKuetzinE Ofih-ind al-1 r-b 1

Ogh-ind md uid 2

SunrellateneraGre20rV Ogh-hob uid l-bi

T

1

SvnedraarcusKuetzinE Ogh-ind al-il 1-ph 1

SvnedrainaeaualisH.Kobavasi Ogh-ind al-il r-b J,K,T 1 5

Svnedraulna(Kuetz・いEhrenberE Ogh-ind a- nd U 1 1 1 1

Tabellaria丘nestrataCLvnb巨.ーKuetzinE Ogh-ind ac-1 -b 0,T 2 2 1

Ocrh-hnh ar.-U l-h T 2 1 ー

海水生種合計 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

海水ー汽水生種合計 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

汽水生種合計 0 0 0 0 0 0

漆7k年種合計

王君藩イFTA石系於数

凡例:

H.R.:塩分濃度に対する適応性

Euh:海水生種

Euh-Meh:海水生種一汽水生種

Meh・汽水生種

Ogh-hil・貧塩好塩性種

Ogh-ind:貧塩不定性種

Ogh-hob:貧塩嫌塩性種

Ogh-unk:貧塩不明種

pH.水素イオン濃度に対する適応性

aトbl.塩アルヵリ性種

aト11:好アルヵリ性種

ind:pH不定種

ac-il:好酸性種

ac〝bl:真酸性種

unk:pH不明種

環境指標種(小杉、 1988

cl:海水藻場指標種

J:上流性河川指標種K:中-下流性河川指標種M:湖沼浮遊性種N.湖沼沼沢湿地指標種

o:沼沢湿地付着性種p高層湿原指標種(以上は安藤,1990)

S:好汚濁性種U:広適応種T.好活水性種(以上はAsai,K. &Watanabe,T. 1995)

R:陸生珪藻(RA:A群、 RB:B群、 Rl:未分類、伊藤.堀内,1991,

C・R:流水に対する適応性

1-bi:真止水性種

1-ph:好止水性種

ind:流水不定性種

r-ph:好流水性種

r-bi:真流水性種

unk:流水不明種
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表11 96Cb区深掘の植物珪酸体分析結果

試料番号1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

イネ科菓部短細胞珪酸体

イネ族イネ属

キビ族チゴササ属

タケ亜科

ヨシ属

ウシクサ族コブナグサ属

ウシクサ族ススキ属

イチゴツナギ亜科

不明キビ型

不明ヒゲシバ型

不明ダンチク型

イネ科葉身機動細胞珪酸体

イネ族イネ属

タケ亜科

ヨシ属

ウシクサ族

不明

2 7 5 5

3 3 1 2

1 6 5 5 ll 4 1

123 64 156 24 199

3 7 10 9 ll

2 1 26 4 6 2 3

1 1 1

6 29 23 1 1 1 5

3 3 10 6

4 13 6 1

T,

1

1 T s

1

1

2 8 22 13 17

9 22 20 10 18 2 5 2 5 2

3 2 44 6 37 3 82

2 8 29 7 1 9 4 24 1 1

6 9 49 10 31 3 2 2

合計

イネ科葉部短細胞珪酸体

イネ科菓身機動細胞珪酸体

総計

28 213 125 214

22 49 164 46 122 12 1 13

77 377 17 1 336 45 334
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Ⅴまとめ

1馬引横手遺跡の特徴について

馬引横手遺跡の場合中世後期の遺構が中心となるわけだが、ではいったいどういった性格の遺跡と理

解すればよいのだろうか。

そこでまず、今回の調査の結果を遺物と遺構の面からそれぞれまとめておきたい。

遺物の特徴

時間幅の問

題

まず遺物の面から見ると、古瀬戸も含めた煮炊具の量と種類の多さが大きな特徴である。この点は特

にB類とした土師器の羽釜型鍋に顕著にうかがうことができる。例えばB 5類やB 6類は南伊勢系の特

徴を持つ一群であるが、この中にも南伊勢系そのものといったa類と、全体のプロポーションが若干異

なるb類とが存在している。また焼成前穿孔は中北勢の羽釜型鍋の大きな特徴であるが、鍔の端部が面

を持つもの・持たないもの、口緑端部のヨコナデを内側に向けるもの.外側に向けるものというように

様々なタイプが存在している。もちろん、 B2類やB3類のように内傾する口緑部が斜め上方に突き出

す鍔によってほとんど隠れてしまいそうな、尾張地域で一般的に見られるタイプのものも存在している。

このようにひとくちに羽釜型鋼といってもいろいろなタイプのものが存在しているのである。

と同時に、遺物に関しては時期幅の問題もある。溝の資料が中心となるため、図38で示したように一

部白土原1号窯式段階の資料も含むが、各遺構とも基本的には東濃型明和1号窯式から生田2号窯式の

段階まで出土しており、かなりの時間幅を持ってしまうことになる。羽釜型鋼の種類の違いは、単に時

期差である可能性もあるわけである。しかしながら、もしそれだけの期間同じような状況で続いていた

とするならば、例えばA類とした伊勢型鋼や、 B 1類に相当するような羽釜型鋼の古い段階のものの出

土量がもっと多くてもよいのではないだろうか。

一般に尾張地域では、 「13世紀後葉からは内■型羽釜が出現し、 14世紀代に伊勢型鋼の比率は減少し、

14世紀後菓以降は伊勢型鋼は認められなくなる。」 (註1)と指摘されている(内■型羽釜は馬引横手遺跡

でのB類にあたる)。にもかかわらず、馬引横手遺跡での伊勢型鍋の出土はごくわずかであり、その反

面で、尾張地域では14世紀後葉以降見られなくなる段階の伊勢型鍋が出土しているのである。羽釜型

鋼についても、中北勢の羽釜型鋼の出現時期については「15世紀前半以前に出現していた可能性」が指

摘されており、また南伊勢系の羽釜型鍋は安濃津遺跡群の中世後期の段階のものに相当するようである

(安濃津遺跡群では14世紀中葉を境に前期と後期にわけられている) (註2)。また口縁部が鍔によってほ

とんど隠れてしまう形のものも、 14世紀後葉から15世紀中葉の段階に位置づけられている(註3)。こう

してみると羽釜型鋼についても14世紀半ば以降のものが中心ということになり、その種類の多さは時

図78施釉陶器(時期別グラフ(遺構別破片数)



遺構の特徴

期差ではなく、工人集団の違いに由来しているものと言えそうである～

さらに付け加えるならば、煮炊具と擂鉢の比率もほぼ1 : 1に近い値を示しており、 15世紀代の遺跡

の様相に近いものがある。また灰釉系陶器・椀と同様に、古瀬戸についても各遺構ごとに時期別のグラ

フを作成してみると(図78)、図38でみられるような灰釉系陶器の傾向とは明らかに異なり、後期後半

が主体となるようである。

こうして考えていくと、馬引横手遺跡の場合、 14世紀半ばの段階で状況が大きく変化している可能性

があるのではないだろうか。

しかもちょうどこの時期に、隣接する法圓寺中世墓遺跡でも墳墓形態に変化が見られるという(註4)～

それまで作られていた積石基から、積石基を埋め尽くすように大量の礫が集積され、集石中に蔵骨器が

埋納されるようになるのが、 14世紀第2四半期の段階なのである。

遺構の面からは、基本的には「一本の道に沿って建物群が建ち並ぶ集落」 (註5)形態であると考える。

掘立柱建物については不確定な面も多いが、 2間× 3間程度の東西幅の長い建物を基本としていると思

われる。図79は、このような建物や井戸が東西方向の溝によって区画されながら並んでいる様子を示

したものである。はっきりと道を確認できているわけではないが、東西方向の溝と同規模で、それらと

直交する方向性を持つ96Ea区のSD13を道の一部であると想定した。

また、遺物の大半は95Ab区および95Ba区からの出土である。両調査区の間には現在起街道が走って

いる。起街道の成立は近世以降と考えられているが、法圓寺中世墓遺跡と馬引横手遺跡を結ぶ道として

加えておいた。

そしてこういった形態が整ったのは、おそらく遺物の面で変化の見られる14世紀半ば以降のことだっ

たのではないだろうか。

2馬引横手遺跡の性格について

「町」の条件

馬引横手遺

跡の性格

笹本正治氏によると、以下のような条件を持つのが「町」であるという(註6)～

1住民の多数が第一次産業に従事していない

2道を中心に家々が密集し、人口が集中している

3町の空間が限定され、町割がされている

4商業機能を内包している

5宿の機能を持つ

この5つの条件を参考にしながら、馬引横手遺跡の性格を考えていきたい。

まず1についてだが、馬引横手遺跡の北東500mの所に東苅安賀道遺跡という中世の遺跡がある(註7)～

方形の屋敷地が単独で存在する形態であると考えられ、時期的には馬引横手遺跡にやや先行する遺跡で

ある。出土遺物の約8割を灰釉系陶器が占める中世前期の一般的な遺跡であるが、調査面積が4、424㎡

と95Ab区の12倍近くあるにもかかわらず、遺物は95Ab区の6割ほどしか出土していない。このよう

に両者は遺構の面からも、また遺物の面からも大きく異なっている状況にあるのは明らかであり、馬引

横手遺跡が一般的な農村であったとは考えにくい状況にある。

2および3については図79で示したとおりである。また、遺物も95Ab区および95Ba区に集中して

おり、北および南に行くにしたがって遺物量は減る傾向にある。そして北側は95Ea区のSD21を境に、

南側は95Ba区のSD55や96Cb区のSD32を境として遺構もなくなっていき、限定された空間であった

ことがうかがえる。これらの溝の内側の空間では、溝によって町割がなされ、掘立柱建物や井戸が建ち

並ぶ町並みが展開している。一方SD21 96Ea区)の北では南北に軸線を持つ土坑群が展開しており、

墓域であった可能性がある。さらにSD32 96Cb区)の南では、遺構の空白地帯をはさんでSD28-31

といった溝群があるが、これらの方向は、遺跡の南側で大きく蛇行している日光川の流れの方向と一致

していて、 SD41などの東西方向の溝群とは明らかに方向性が異なっている。このことから、 SD28など

が地形的な制約を受けているのに対して、 SD41などの東西方向の溝群はそれとは無関係に、計画的に

配置されたと考えていいのではないだろうか。

4と5に関しては、やはり煮炊具に対する評価がポイントとなってくるのではないだろうか。出土し

た煮炊具のうち、古瀬戸製品については古瀬戸後期後半に限定される時期のものである。また土師器煮



法囲寺
中世墓遺跡
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図79馬引横手遺跡主要道構配置図(中世後期)
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図80中世の遺跡分布図
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馬引横手遺

跡の立地

法圓寺中世

墓遺跡の存

在

「市町」の

可能性

炊具についてもその主体は14世紀半ば以降と考えられる。ということは、ある程度限定された時間の

中でこれらの煮炊具は使われていたものと考えられるが、阿弥陀寺遺跡(海部郡甚目寺町)や朝日西遺

跡(西春日井郡清洲町)といった尾張地域の他の中世の遺跡を見てもこういった煮炊具の出土はそれほ

ど多くないようであり(註8)、その種類の多さ、量の多さは馬引横手遺跡の大きな特徴であると言ってい

いだろう。

また伊勢型鍋も含めて、この段階の南伊勢系の鍋は尾張地域ではほとんど出土していない類いのもの

であるが、こうした南伊勢系および中北勢系の特徴を持つ羽釜型鍋は、どの調査区からも出土している

というわけではない。 95Ba区でまとまって出土する以外は95Ab区で若干出土しているだけで、その他

の調査区では全くと言っていい程出土していないのである。さらにこうした傾向は古瀬戸の煮炊具につ

いても言えそうである。図78では95Ba区のSD46の後期後半の数が突出しているが、このうち内耳鍋

が37点、土瓶・釜類が34点、茶釜が1点、蓋が4点で、これは図78にあげた遺構から出土している煮

炊具全体117点)の約65%にあたる数なのである。

このように遺跡内部は空間的にも決して均質とは言えない。そういった意味では法圓寺中世墓遺跡へ

と続く東西の道と、日光川へと続く南北の道が交差する95Ba区において、多様な煮炊具が顕著に認め

られる点は注目すべき点であろう。つまり東西および南北の2つの軸があることによって、こうした非

均質性が生じたものと考えられるのである。

そしてこういった特徴こそが、人や物の動きを示す大きな証拠になるのではないだろうか。つまりこ

の場所に「市」などの機能があって多くの人や物が集まった、その結果としていろいろな種類の煮炊具

が出土しているとは考えられないだろうか。

ここでもう一度馬引横手遺跡の立地している場所を確認してみよう(図80)～

馬引横手遺跡は日光川右岸の自然堤防上に立地している。木曽川が現在の場所に固定される以前は

ずっと水量も豊富であったはずで、洪水で大きな被害をおよぼす反面、日光川の水運を利用して多くの

物資が運ばれていたはずである。馬引横手遺跡は馬引の集落のはずれに位置し、毛受や苅安賀といった

集落の対岸に位置する。毛受および苅安賀には中世城館があったとされ、特に苅安賀はこの地域の拠点

的集落であったと考えられている。

そして馬引横手遺跡について考える場合、やはり法圓寺中世墓遺跡の存在が大きいと思われる。

先程の笹本氏による「町」の定義に関して、松尾剛次氏は「中世都市の風景に、宗教施設をぬきにし

ては、その定義ができるとは思えない」とし、 「中世の都市的な場には、禅・律・念仏・日蓮といった

遁世僧教団の寺院が、必ずといっていいほど存在していた」のであり、 「中世の境内墓地を有する寺院

を見つけたら、私のいう遁世僧の寺院であると推測されて間違い」ないという(註9)。法圓寺の創建は寺

伝によれば15世紀前半に遡るが、法圓寺中世墓の成立は少なくとも13世紀後半までは遡るという。「町」

である馬引横手遺跡を支える「宗教施設」の役割を、法圓寺中世墓遺跡が担っていたと考えたい。

以上、推測に頼る部分が多いのは事実であるが、馬引横手遺跡の性格としては、 「法圓寺」を核とし

て成立した、日光川(および木曽川)の水運に支えられた「市町」であった可能性を考えておきたい。

こうして日光川の水運によって発展した馬引横手遺跡だったが、最終的にはその日光川の洪水によっ

て埋没してしまい、そのまま忘れ去られていってしまったのである。

註1鈴木正貴(1996) 「総論-東海地方の中世から近世の煮沸具の様相と諸問題-」 『鍋と甕そのデザイン』第4回

東海考古学フォーラム

註2伊藤裕偉編(1997) 『安濃津』三重県埋蔵文化財センター

註3北村和宏(1996) 「尾張平野における鎌倉(室町時代の煮沸具の編年」 『年報平成7年度』 (財)愛知県埋蔵文化

財センター

註4土本典生編(1995) 『法圓寺中世墓遺跡発掘調査報告書』一宮市教育委員会

註5佐久間貴士(1994) 「発掘された中世の村と町」 『岩波講座日本通史第9巻中世3』岩波書店

註6笹本正治(1994) 「市・宿(町」 『岩波講座日本通史第9巻中世3』岩波書店

註7伊藤太佳彦編(1998) 『東苅安賀道遺跡』愛知県埋蔵文化財センター調査報告書第77集

註8金子健一氏(財団法人瀬戸市埋蔵文化財センター)のご教示による。

註9松尾剛次(1997) 「中世の都市的な場と宗教b二つの荘園地図を利用して-」 『都市と宗教中世都市研究4』

新人物往来社



調査区遺構番号長軸cm短軸cm深さcm平面形断面形時期備考

95Aa

95Aa

95Aa

95Aa

95Aa

SK 66 406 400 225

SK 74 (220) 120 32

SK 87 102 16

SK 99

SK 107

円形

長方形U

楕円?皿

中世後期井戸(曲物片)

中世後期

中世後期

中世後期

中世後期S K 299の一部

95Bb2

95Ab

95Ab

95Ab

95Ab

SK 151 70

SK 210 320

SK 216 60

SK 218 48

SK 222 56

70 23

230 124

60 23

42 17

40 13

円形皿

楕円形U

円形皿

楕円形皿

楕円形皿

中世前期

中世後期

中世後期SB02

中世後期

中世後期SB02

95Ab SK 248 56

95Ab SK 253 57

95Ab SK 260 70

95Ab SK 261 47

95Ab SK 267 40

50

53

60

47

34

45

32

22

28

25

楕円形

楕円形箱

闇UfiWD

円形箱

楕円形箱

中世後期

中世後期

中世後期

中世後期

中世後期

SB02

SBOI

SBOI

SBO2

95Ab SK 280 100

95Ab SK 284 49

95Ab SK 286

95Ab SK 287 85

95Ab SK 293 85

70

33

43

59

34

37

33

28

14

25

長方形箱

楕円形箱

楕円形皿

楕円形皿

楕円形皿

中世後期SBOl

中世後期

中世後期SBOl

中世後期SB02

中世後期SB02

95Ba

95Ba

95Ba

95Ba

95Ba

SK 320 76

SK 323 182

SK 327 42

SK 329 69

SK 331

43 46

165 50

42 54

33 40

140 32

楕円形箱

楕円形皿

円形箱

楕円形箱

長方形U

遺構一覧表1

中世後期SB03

中世後期

中世後期SB03

中世後期

中世後期
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95Ba

95Ba

95Ba

95Ba

95Ba

SK 360

SK 361 360

SK 367 172

SK 370 30

SK 372 79

270 70

109 13

30 34

44 41

皿中世後期

円形U中世後期

長方形皿中世後期

円形箱中世後期

楕円形箱中世後期

95Ba

95Ba

95Ba

95Ba

95Ba

SK 389 113

SK 394 109

SK 395

SK 396 47

SK 397 55

70

95

40

47

17

55

33

20

29

楕円形皿中世後期

楕円形箱中世後期

楕円?皿中世後期

楕円形箱中世後期

楕円形皿中世後期

95Ba

95Ba

95Ba

95Ab

95Ab

SK 410 53

SK 414 67

SK 415 285

SK 420

SK 421 34

46 25

48 28

285 280

楕円形皿中世後期

楕円形箱中世後期

円形中世後期

中世後期

円形箱中世後期

SB05

SB05

井戸

SBOl

95Ba SK 427

95Ab SK 428

95Ba SK 429

95Aa SD 14

95Aa SD 15

95Ab

95Ab

95Ab

95Ba

95Ba

SD 38

SD 39

SD 41

SD 43

SD 44

86

51

40

62

90

71

27

13

21

21

24

楕円形箱中世後期

楕円形皿中世後期

楕円形U中世後期

U中世後期

U中世後期

71

SS

18

皿中世後期

U中世後期

U中世後期

U中世後期

U中世後期

遺構一覧表2



95Ba SD 51

95Ba SD 53

95Ba SD 54

95Ba SD 55

95Ba SD 56

142 ll

41 25

60 19

260 21

22 5

皿中世後期

皿中世後期

皿中世後期

箱中世後期

U中世後期

96Ca SK 35 80 35 25

96Ca SK 40 105 20 12

96Ca SK 42 (65) 30 30

96Ca SK 46 30 30 15

96Ca SK 47 45 30 20

96Ca

96Ca

96Ca

96Ca

96Ca

SK 89 35

SK 91 60

SK 95 28

SK 101 46

SK 103 44

30

40

28

40

35

70

60

33

20

43

楕円形U中世後期

楕円形U中世後期

楕円形U中世後期

円形U中世後期

楕円形U中世後期

楕円形箱中世後期

楕円形U中世後期

円形箱中世後期

楕円形U中世後期

楕円形箱中世後期

SB06

SB07

SB07

SB07

96Db SK 150

96Ca SK 180

96Ea SK 189

96Ea SK 191

96Ea SK 215

17

33 22

100 23

100 23

26 31

不定形皿中世後期

円形箱中世後期

楕円形皿中世後期

楕円形皿中世後期

楕円形箱中世後期

96Cb SK 301 43

96Ea SK 311

96Ca SK 312 16

96Ca SK 313 80

96Ca SK 314 64

38 35

100 22

10 12

18

56 41

楕円形箱中世後期

楕円形皿中世後期

円形箱中世後期

楕円? U中世後期

楕円形箱中世後期

遺構一覧表3
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調査区遺構番号長軸cm短軸cm深さcm平面形断面形時期備考

96Ca SD 06

96Ca SD 07

96Ca SD 08

96Db SD 10

96Db SD ll

30

44 18

110 53

80 36

220 64

U中世後期

皿中世後期

U中世後期

U中世後期

U中世後期

96Ea SD 22

96Ea SD 25

96Ea SD 26

96Cb SD 28

96Cb SD 29

257 44

115 21

80 30

110 39

60 20

皿中世後期

U中世後期

U中世後期

U中世後期

皿

遺構一覧表4

95Ba 529検出

95Ba 530 SD50

95Ba 531 SK321

96Ca 532検出

95Ab 533 SD39

砥石73.9 61・ 15.5

砥石90.2 37.1 15・8

砥石93.3 34・ 17.7

砥石140・ 31.5 ・5

砥石104・ 51.9 32・0

98.6凝灰岩

68.3凝灰岩(緑色)

116・5凝灰岩(緑色)

S.7泥質凝灰岩

凝灰岩

96Ea 539 SD22

95Ba 540 SD55

95Ba 541検出

95Ba 542検出

88

砥石69.9 33・ 23.1

砥石57・ 33.3 6.2

砥石52・ 18.8 11・5

石製品42・ 37.0

遺物一覧表1

80.6砂質凝灰岩

24・6凝灰岩

19.2凝灰岩

82.6凝灰岩、途中まで穿孔



調査区番号遺構番号 種類器種

96Cb2 10 SX01

96Cb2 ll SX01

96Cb2 12 SX01

96Cb2 13 SX01

96Cb2 14 SXOl

95Bb2 20

95Bb2 21

95Bb2 22

95Bb2 23

95Bb2 24

95Bb2 25

須恵器有蓋高杯

須恵器有蓋高杯

須恵器杯身

須恵器杯身

須恵器杯身

SD 31下層土師器

SD 31下層土師器

SD 31下層土師器

SD 31下層土師器

SD 31下層土師器

SD 31下層土師器

95Bb2 26 SD 31

嚢D

小型壷B3類

小型壷B3類

小型壷B1類

小型壷

直口壷

95Bb2 27 SD 31上層土師音字開塾賓3類

土師器宇田型棄3類

95Bb2 30 SD 31上層土師器宇田型棄3類

95Bb2 31 SD 31上層土師器宇田型嚢3類

95Bb2 32 SD 31上層土師器宇田型棄3類

95Bb2 33 SD 31上層土師器宇田型嚢3類

95Bb2 34 SD 31上層土師器宇田型嚢3類

95Bb2 35 宇田型婆3類

95Bb2 40 SD 31上層土師器宇田型棄3類

95Bb2 41 SD 31上層土師器宇田型嚢3類

95Bb2 42 SD 31上層土師器宇田型嚢3類

95Bb2 43 SD 31上層土師器宇田型聾3類

95Bb2 44 SD 31上層土師器宇田型棄3類

95Bb2 45

95Bb2 48 SD3

95Bb2 49 SD

89

口径cm底径cm器高cm備考

(9・5 7.8)

(10.2)

10・0

10.2

(10・2)

12.2)

(7・8)

10.0

8.4

9.1

14.2

140

14.6

(15・4)

(16.6)

14.2

12.2

(124)

(ll.4)

(12.4)

(12.5)

(9・0)

95Bb2 50 SD31上層土師器高杯

95Bb2 51 SD 31上層土師器・高杯

95Bb2 52 SD 31上層須恵器有蓋高杯

95Bb2 53 SD 31上層須恵器有蓋高杯

95Bb2 54 SD 31上層須恵器有蓋高杯

95Bb2 55 SD 31上層須恵器無蓋高杯

10.4

ll.2

ll.4

10.2 9.3

9.6

宇田式中期

宇田式中期

4.6宇田式中期

4.7宇田式中期

5.0宇田式中期

松河戸Ⅰ式後半

戸Ⅰ式後半

松河戸Ⅰ式後半

松河戸Ⅰ式後半

松河戸Ⅰ式後半

8・7松河戸Ⅱ式期

7・7松河戸Ⅱ式期

7・5松河戸Ⅰ式期

松河戸Ⅰ式後半

宇田式中段階

宇田式中段階

宇田式中段階

宇田式中段階

宇田式中段階

宇田式中段階

宇田式中段階

宇田式中段階

宇田式中段階

宇田式中段階

宇田式中段階

宇田式中段階

宇田式中段階

宇田式中段階

台部、宇田式中段階

台部、宇田式中段階

台部、宇田式中段階

台部、宇田式中段階

宇田式中段階

宇田式中段階

5・0宇田式中段階

10・0宇田式中段階

宇田式中段階

(12.6) (8・4) 8.9宇田式中段階

遺物"覧表2



95Bb2 61 SD 31上層

95Bb2 62 SD 31上層

95Bb2 63 SD 31上層

95Bb2 64 SD 31上層

95Bb2 65 SD 31上層

須恵器杯蓋

須恵器杯蓋
須恵器杯蓋
須恵器杯蓋

須恵器杯蓋

12.6

ll.8

ll.8

(12・4)

(ll.3)

4・2宇田式中段階

4.4宇田式中段階

4・8宇田式中段階

4・4宇田式中段階

95Bb2 71 SD 31上層

95Bb2 72 SD 31上層

95Bb2 73 SD 31上層

95Bb2 74 SD 32

95Bb2 75 SD 32

須恵器杯身
韓式系鉢

韓式系壷
灰軸系椀

灰軸系椀

8・7

23.0

18.8

(15.2) 6.3

(16・3) 6・1

宇田式中段階

mm

瓦質

尾張型第5型式

尾張型第5型式

95Bb2 81 SK 151

95Bb2 82 SK 151

95Bb2 83 SK 151

95Bb2 84 SD 100

95Bb2 85 SD 100

灰軸系椀

灰軸系椀

土師器鍋

白磁椀

白磁椀

尾張型第5型式(古)

尾張型第6型式

A類

Ⅱ類orⅢ類

Ⅳ類

95Ca2 91 SE

95Ca2 92 SE

95Ca2 93 SE

03上層

03

03上層

灰軸系椀

灰軸系皿
灰軸系皿

灰軸系皿
灰軸系椀

7.6

10.0 5.3 3.3

(10.3) (5・2 3.3

8.3 ・ 2.7

18.0 ・ 5.1

尾張型第4型式、墨書

尾張型第4型式

尾張型第4型式

尾張型第4型式

尾張型第4型式

96Cb2 101 SD 37灰軸系

96Cb2 102 SD 37灰軸系

96Cb2 103 SD 37白磁

95Ab 104 SK 210土師器

95Ab 105 SK 210土師器

皿

皿

皿

皿

皿

8.6 4.4 2.6

(8.5) (4・4 2.5

(9.8) (3・2) (2.5

(7.6) 1.1

(6・9) 4・3 1.2

遺物一覧表3

尾張型第5型式

尾張型第4型式

Ⅵ類

A8a類

A5b類
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調査区番号遺構番号

95Ab 112 SK210

95Ab 113 SK210

95Ab 114 SK210

95Ab 115 SK210

95Ab 116 SK210

土師器皿

土師器皿

灰軸系椀

灰軸系椀

灰軸系椀

(8.5) 1.1

(1 1・7) (6.0) (2.0)

(14・1) (4・7) 5・6

(12・7 (4.7) 4.4

12・3 4・2 4・6

A6b類

A1a類

大畑大洞4号窯式(古)

大畑大洞4号窯式(古)

大畑大洞4号窯式(新)

95Ab 122 SK 210

95Ab 123 SK 210

95Ab 124 SK 210

95Ab 125 SK 210

95Ab 126 SK 210

灰軸系椀
灰軸系椀
灰軸系椀

灰軸系椀
灰軸系皿

95Ab 132 SK 210

95Ab 133 SK 210

95Ab 134 SK 210

95Ab 135 SK 210

95Ab 136 SK 210

青磁椀

古瀬戸天目茶碗

古瀬戸天目茶碗

古瀬戸天目茶碗

古瀬戸線粕小皿

(11・3)

(11・4)

7・5

4・ 3.2

2.7

(15.2)

12.7 ・2 6・5

(12・0)

12.5)

9・5 4・ 2.2

95Ab 143 SK 210

95Ab 144 SK 210

95Ab 145 SK 210

95Ab 146 SK 210

95Ab 147 SK 210

古瀬戸卸皿

古瀬戸折線中皿

古瀬戸折縁中皿

古瀬戸折線深皿

古瀬戸折線深皿

(14・1 (8・8) 3.6

17.4 9.9 ・6

(19・4)

(29.4)

(31・4)

95Ab 153 SK 210

95Ab 154 SK 210

95Ab 155 SK 210

95Ab 156 SK 210

95Ab 157 SK 210

95Ab

古瀬戸内耳鍋

土師器鍋

土師器鍋

灰軸系片口鉢

14.7

25.6)

22.5)

(21.0)

(30・1)

遺物一覧表4

91

大洞東1号窯式

大洞東1号窯式

脇之島3号窯式

脇之島3号窯式

後Ⅳ

後Ⅱ

後Ⅳ

後Ⅲ

前Ⅲ

中Ⅳ

中Ⅲ

中Ⅳ

後Ⅱ

後期前半

後Ⅲ

B2類

B2類

6 a型式(常滑窯産)



95Ab 165 SK 210常滑嚢

95Ab 166 SD 39土師器皿

95Ab 167 SD 39土師器皿

95Ab 168 SD39土師器皿

(6. 1 (9.2)

29.4)

6.0

(8.5)

(7.2

(ll.1) 6a型式
6b型式

1.2 A3b類
1.1 A4b類

1.3 A2b類

95Ab 174 SD 39

95Ab 175 SD 39

95Ab 176 SD 39

95Ab 177 SD 39

95Ab 178 SD 39

灰軸系椀

灰軸系椀
灰軸系椀

灰粕系皿
灰軸系皿

12.2

ll.7

12.6

8.3

8・2

4.0 ・5脇之島3号窯式

4.4 ・7生田2号窯式

(4.1) 3.8脇之島3号窯式、墨書

5.1 1.4墨書

4・7 1・3墨書

95Ab 184 SD 39古瀬戸平碗

95Ab 185 SD 39古瀬戸平碗

95Ab 186 SD 39古瀬戸線粕小皿

95Ab 187 SD 39古瀬戸線粕小皿

95Ab 188 SD 39古瀬戸縁粕小皿

14.7

(13・4)

(9・0 3.6

9.2

(ll.5)

後Ⅳ古

後Ⅳ古

2・1後Ⅳ古

後Ⅳ古

後Ⅱ

95Ab 194 SD 39灰軸系片口鉢

95Ab 195 SD 39土師器鍋

95Ab 196 SD 39土師器鍋

95Ab 197 SD 39土師器鍋

95Ab 198 SD 39土師器鍋

92

9型式

B7a類
B5a類

B2類
B2類

95Ab 204 SD 41

95Ab 205 SD41

95Ab 206 SD 41

95Ab 207 SD 41

95Ab 208 SD41

土師器皿

土師器皿

土師器皿

土師器皿

土師器皿

(7.2) (5・3) (1・1) A 8 a類

(9・6) (4・0) (1.4) A 9 a類

(7.6) 1.2 A 5 a類

(11・2) (5・0) (2・6) B類

(8.5) (3.6) (2・2) A 2 a類

遺物一覧表5



調査区番号遺構番号

95Ab 215 SD41

95Ab 216 SD41

95Ab 217 SD41

95Ab 218 SD41

95Ab 219 SD41

種類器種

大子

古瀬戸線粕小皿

古瀬戸線粕小皿

古瀬戸卸皿

古瀬戸折線中皿

口径cm底径cm器高cm備考

ll.9)

(12・0) (7・6) 2・6後Ⅲ

95Ab 225 SD41

95Ab 226 SD 41

95Ab 227 SD 41

95Ab 228 SD41

95Ab 229 SD 41

95Ba 235 SD46

95Ba 236 SD46

95Ba 237 SD46

95Ba 238 SD46

95Ba 239 SD 46

灰粕系片口鉢

灰軸系片口鉢

灰粕系片口鉢

灰軸系片口鉢

灰軸系片口鉢

土師器

青磁

青磁

灰軸系

灰軸系

皿

碗

大皿

梶

梶

(27・8)

(27・2)

(20.9)

25.8

(10・3)

7型式

8型式

8型式

9型式

(9.8) (6.4) (1.5) A 6 a類、煤付着

(ll.0

(16・8)

(13.4) (4.3) ・9大畑大洞4号窯式(新)

95Ba 245 SD 46

95Ba 246 SD 46

95Ba 247 SD46

95Ba 248 SD46

95Ba 249 SD 46

灰軸系椀

灰軸系椀
灰軸系椀

灰軸系椀
灰軸系皿

12.2 5.0 2.9脇之島3号窯式

10・8 4・8 2・9生田2号窯式

(11・0) (4.5) 2.4生田2号窯式

内面に炭化物付着

95Ba 255 SD46

95Ba 256 SD 46

95Ba 257 SD46

95Ba 258 SD46

95Ba 259 SD 46

古瀬戸天目茶碗

古瀬戸天目茶碗

古瀬戸天目茶碗

古瀬戸天目茶碗

14.6

(12・2) (4.2) 6.1

(11・3) 4・ 6.2

(ll.7) 3・8) 5・8

14.3 3.6 7.1

遺物一覧表6

後Ⅳ古

後Ⅰ

後Ⅳ古

後Ⅳ古

後Ⅲ
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調査区番号遺構番号

95Ba 266 SD 46

95Ba 267 SD 46

95Ba 268 SD46

95Ba 269 SD 46

95Ba 270 SD 46

古瀬戸線粕小皿

古瀬戸折線深皿

古瀬戸措座洗

古瀬戸花瓶

古瀬戸瓶子

口径cm底径cm器高cm備考

(11・2) 4・8 2.9

(30.7

(15.3

4・2

後Ⅱ墨書

中Ⅳ

中Ⅲ

後期

後期

95Ba 276 SD 46

95Ba 277 SD 46

95Ba 278 SD 46

95Ba 279 SD 46

95Ba 280 SD 46

古瀬戸仏供

古瀬戸仏供

古瀬戸内耳鍋

古瀬戸内耳鍋

古瀬戸蓋

(9.4) (4.5) 2.7後Ⅳ古

10.0 4.5 3.5後Ⅳ古

(20.3)後Ⅲ

(23・9)後Ⅲ

12.0 5.5 2.2後期後半

95Ba 286 SD 46

95Ba 287 SD 46

95Ba 288 SD 46

95Ba 289 SD 46

95Ba 290 SD 46

土師器鍋

土師器鍋

土師器鍋

土師器鍋

土師器鍋

B5a類

B5a類

B5b類

B6b類

B6a類

95Ba 296 SD 46

95Ba 297 SD 46

95Ba 298 SD 46

95Ba 299 SD 46

95Ba 300 SD46

95Ba 306 SD 49

95Ba 307 SD 49

95Ba 308 SD 49

95Ba 309 SD 49

95Ba 310 SD 49

94

灰軸系片口鉢

灰軸系片口鉢

灰軸系片口鉢

灰軸系片口鉢

常滑嚢

(28.2) (12.6) 9.5型式

(26.3)型式

(26.8)型式

(27.9) 10型式

(27.9)型式

灰軸系椀

古瀬戸天目茶碗

古瀬戸線粕小皿

古瀬戸線粕小皿

古瀬戸縁粕小皿

(12.4) (3.2) ・2脇之島3号窯式
(ll.9) (4.2) 6.3後1
10.4 ・5 2・6後Ⅱ

10.9 5.6 2.7後Ⅲ

10・1 5・1 2・3後Ⅳ古

遺物一覧表7



調査区番号遺構番号

95Ba 317 SD49

95Ba 318 SD49

95Ba 319 SD49

95Ba 320 SD49

95Ba 321 SD49

種類器種

内耳鍋

灰軸系片口鉢

鉢

土師器鍋

土師器鍋

口径cm底径cm器高cm備考

後Ⅳ古

10型式

産地不明

B5b類

95Ba 327 SD 49

95Ba 328 SD49

95Ba 329 SD 49

95Ba 330 SD49

95Ba 331 SD49

95Ba 337 SD45

95Ba 338 SD45

95Ba 339 SD45

95Ba 340 SD 45

95Ba 341 SD48

土師器鍋

土師器鍋

土師器鍋

土師器鍋

古瀬戸茶釜

古瀬戸捨鉢

古瀬戸茶釜

古瀬戸茶釜

土師器茶釜

灰軸系椀

B8類

B6a類

B6a類

後Ⅳ古、煤付着

後期後半

後期後半

95Ba 347 SD50

95Ba 348 SD50

95Ba 349 SD50

95Ba 350 SD 54

95Ba 351 SD54

土師器皿

古瀬戸内耳鍋

土師器鍋

古瀬戸蓋

灰軸系椀

土師器鍋

土師器鍋

土師器鍋

土師器鍋

灰軸系椀

1.2 A3a類

後Ⅲ

B1類

95Ba 357 SD55

95Ba 358 SD55

95Ba 359 SD55

95Aa 360 SD 15

95Aa 361 SK53

(21・8)

22.0)

(22.8)

21・1

B4類

B3類

B2類

12.4 B 2類

13.9 ・ 5.8明和1

遺物一覧表8

95



調査区番号遺構番号種類器種

95Aa 378 SD 19

95Aa 379 SD 20

95Ab 380 SD 38

95Ab 381 SK 225

95Ab 382 SK 274

灰軸系皿

灰軸系椀

灰軸系椀

土師器皿

古瀬戸合子

口径cm底径cm器高cm備考

明和1号窯式

明和1号窯式

明和1号窯式

(8.6) (4・7 1.5

4.6

8・0 1・5

2・6 3・ 3.4

尾張型第6型式

卸目あり

大畑大洞4号窯式(古)

A8a類

中期前半

95Ab 388 SK 275

95Ab 389 SK 275

95Ab 390 SK 275

95Ab 391 SK 110

95Ab 392 SK 277

灰軸系椀
灰粕系椀

灰粕系椀
灰軸系椀
土師器鍋

14.1 ・8 5・8

13.8 ・2 5・4

(13.7) (4.6) 5.6

(13.8) (4.5 ・2

(23・2)

大畑大洞4号窯式(古)

大畑大洞4号窯式(古)

大畑大洞4号窯式(古)

大畑大洞4号窯式(古)

A類

95Ab 398 SK 420

95Ab 399 SK 420

95Ab 400 SK 420

95Ab 401 SK 420

95Ba 402 SK 358

灰軸系

灰軸系

灰軸系

常滑

灰粕系

梶

皿

梶

嚢

椀

96

14.3 5・4) 5.8

4.4

5・1

(41・8)

(14.1) 5.0 5.1

5.2

4・6

(4・4)

(9.4 4・6 2. 1

(1 1.0) (5.6) 2.0

遺物一覧表9

明和1号窯式、煤付
里∃至
蛍E∃

明和1号窯式、墨書

6a型式

明和1号窯式、墨書

明和1

明和1号窯式、墨書

大畑大洞4号窯式(古)、墨書

後Ⅲ

後Ⅲ、煤付着



95Ba 419 SK 399

95Ba 420 SK 399

95Ba 421 SK 399

95Ba 422 SK 399

95Ba 423 SK 399

95Ca 424

95Ca 426

95Ca 427 SK02

95Ca 428 SK 16

95Ca 429 SK 16

95Cb 430 SD 36

95Cb 431 SD36

95Cb 432 SD 36

95Cb 433 SD 36

96Ca 434 SD01

96Ca 435 SD01

96Ca 436 SD01

96Ca 437 SD 02

96Ca 438 SD 02

96Ca 439 SD 02

96Ca 440 SD 04

96Ca 441 SD05

96Ca 442 SD 05

96Ca 443 SD 05

96Ca 444 SD 05

96Ca 445 SD 05

96Ca 446 SD 08

96Ca 447 SD 08

96Ca 448 SK40

96Ca 449 SK 35

96Ca 450 SK 81

96Ca 451 SK 112

96Cb 452 SD 31

96Cb 453 SD 31

96Cb 454 SD 32

96Cb 455 SD 32

96Cb 456 SK 301

96Cb 457 SK 301

96Db 458 SD 10

96Db 459 SD 10

96Db 460 SD 10

96Db 461 SD 10

96Db 462 SD 10

96Db 463 SD ll

96Db 464 SD ll

種類器種

灰軸系皿

灰軸系皿

灰軸系皿

土師器皿

灰軸系椀

灰軸系皿

灰軸系椀

灰軸系

灰軸系

灰粕系

灰軸系

皿

椀

梶

梶

口径cm底径cm器高cm備考

三j、¬ E∃

8.2 5.5 1.7墨書

8.3 4.5 ・4墨書

(9・1) (4・2) 1.6墨書

8.0) (6.7) 1.4 A 8 a類

13.6 4.7 4.8大畑大洞4号窯式(古)

(≡)耳壷(19.3) 6a型式

(25.6) A類

(12調(4.4)

常滑嚢

古瀬戸線粕小皿

(古)
7・3 5・2 0・9

12.2 4.2 ・2大畑大洞4号窯式(古)
13・ 4.9 5.8大畑大洞4号窯式(古)
13.8 5.2 ・9明和1号窯式
(45・4)

(10.4)

古Mlf仏供(9.5)

灰軸系椀(ll.0)

古瀬う・'緑相小川(9.8)

土師器鍋(23.3)

灰軸系皿(8.2)

古瀬戸線粕小皿(9.5)

3型式

4・ 2.2後Ⅱ

(6.1) ・3後Ⅱ

(4.4) 3.7後Ⅳ古

(5・0) 2.7生田2号窯式

(4・4) 2.0後Ⅳ古

5.4 ・0

4.2 2.5

古瀬戸卸皿(16) (7.1) 3.1
古瀬戸線粕小皿

古瀬戸天昌茶碗

古瀬戸合子・蓋

灰軸系椀

灰軸系椀

灰軸系皿

土師器皿

灰軸系血

灰軸系椀

灰軸系皿

灰軸系椀

灰軸系椀

12・9

3.9)

13.8)

12.2

8.2

ll.6

8.1)

8.1

12.7)

(13.8)

灰軸系片口鉢(27.6)
灰軸系椀

土師器皿

灰軸系皿

灰軸系

土師器

灰軸系

灰軸系

血

鍋

梶

梶

(5・0) 2.0

(5、7 1.3

4.6

(4・5)

4・8

4.2

(2・7)

4.2)

(7・0)

5・0

4.5

5・0

(12.2) (3.5)

(10・7)

(7.6) (4.8

(8・2 (5・2)

(24.6)

(11・7 (2.5)

13.1 ・8

遺物l覧表10

6・8

2・2

4.8

2・9

1.2

2.4

1.4

5.4

58

B6a類
里∃至
竺主=:日

後Ⅳ古

後Ⅳ古

後Ⅲ

A2a類

B2類

後Ⅳ新、補修の跡あり

中期前半

大畑大綱4号窯式(古)

脇之島3号窯式
里∃至
竺王竺Ej

Alla類

尾張型第5型式

尾張型第5型式

大畑太洞4号窯式(古)

明和1号窯式

6型式

AIOb類

B2類

大洞東1号窯式

脇之島3号窯式
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調査区番号遺構番号種類器種

96Da 470 SK 267

96Da 471 SK267古瀬戸四(三)耳壷

96Da 472 SK 267灰軸系片口鉢

96Da 473 SK 267灰軸系椀

96Da 474 SK 267灰軸系椀

口径cm底径cm器高cm備考

(28・8)

(9・5)前Ⅱ

(12.1)型式

(ll.3) ・2 4・7明和1号窯式

(13・4) (6.0) 5.4尾張型第7型式

96Ea 480 SK 234

95Ab 481検出

95Ab 482検出

95Ba 483検出

灰軸系椀

土師器鍋

土師器鍋

土師器鍋

10.1 ・9 2・6生田2号窯式

(24.6) A類

(23・4) A類

(24.2) B 5 a類

95Ba 488検出

95Aa 489検出

95Ab 490検出

土師器鍋

灰軸系椀
灰軸系椀

調査区番号遺構番号種類器種

95Ba 495 SK361

96Ea 496 SD18加工円盤

95Ca2 497 SE02上層加工円盤

95Ca2 498 SE02上層加工円盤

95Ca2 499 SE02上層加工円盤

98

里∃宝
竺良さE∃

卸目あり

卸目あり

遺物一覧表11

長軸㎜短軸㎜寒さ㎜重量g備考

33・5 32・1

22・ 20.3

25・8 20・1

31.1 25・5

30.0 20.4

11・2 10・5

13.7 ・5

13・0 6・2

16・5 11・4

17.7 ・8

96Ea 505検出

96Ea 506検出

96Ea 507検出

96Ea 508検出

96Ea 509検出

加工円盤

加工円盤

加工円盤

加工円盤

加工円盤

24.5 21.7

24・ 21.4

23・ 22.9

23.6 22.1

30.9 25.8

遺物一覧表12

6.5 5.3

4.9 ・4

8・6 6・5

9.6 6.0

11・ 13.6



遺物一覧表13

95Ba 521 SK331

96Ea 522検出

95Ba 523 SD53

95Ba 524 SD54

95Ba 525 SD48

土錘

土錘

土錘

土錘

土錘

53.3 14・0 4.0

35・3 7・ 3.9

(45.2) 12・0 4・8

(42・2) 12.0 4.0

44.6 1 1.6 3.9

ll.7

4.7

6.5

7・5

5.5

95Ab 546検出銭貨

95Ab 547検出銭貨
95Ba 548 SD46銭貨

95Ba 549 SK359銭貨
95Ba 550 SK360銭貨

遺物一覧表14

成平元賓

治平元賓

天聖元賓

元豊通賓

嘉祐元賓
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図版



図版1



図版2



図版3

95Ab区SBOl・SB02 (北から) 95Ab区SBOl ・SB02北西から)

95Ab区SK275 (南から)





図版5

95Ba区およびAb区(南東から)

95Ba区SB05 (東から)

95Ba区SD45-SD46 (西から)

95Ba区SK399 (西から)



図版6

96Ca区全景(上:北半部、下:南半部)

96Ca区SB07 (東から)



96Ca区SDOl (東から) 96Db区SDll (西から)



図版8



95Cb2区SD31遺物出土状況



図版10

95Bb2区Ca2区全景



図版11

1.モミ属

3.スギ属

5.コナラ属アヵガシ亜属

7.サジオモダヵ属

9.サンショウモ

2.マツ属

4.コナラ属コナラ亜属

6.イネ科

8.サナエタデ節lウナギツヵミ節

10・ミズワラビ属



図版12

l.Aulacoseira itahca var. valida (Grun.)Simonsen

2 ・A ulacoseira ambigua (Grun・ )Simonsen

3.Fragilarm construens (Ehr・ ) Grunow

4・Fragilaria vaucheriae (Kuetz ・) Petersen

5 ・Fragilaria vaucheriae (Kuetz・ ) Petersen

o.Diatoma hyenalis var. mesodon (Ehr.) Kirchner

l.Synedra maequahs H.Kobayasi

S. Cymbella cuspidata Kuetzing

9. Cymbella turgidula Grunow

1 0. Cymbella turgidula var. nipponica Skvortzow

1 1. Cymbella leptoceros (Ehr.) Kuetzing

12・Cymbella mmuta Hilse ex Rabh.

1 3. Cymbella smuata Gregory

H. Gomphonema acummatum Ehrenberg

1 5. Gomphonema subtile Ehrenberg

1 6・ Gomphonema gracile Ehrenberg

1 7. Gomphonema clevei Fncke

I S.Eunotia pectmahs var・ undulata (Ralfs)Rabenhorst

1 9.Achnanthes mflata (Kuetz.) Grunow

zO.Achnanthes conbergens H.Kobayasi

2 1 ・Rhopalodia gibberula (Ehr.)O・Muller



図版13

1.イネ科短細胞列

3.ヨシ属短細胞珪酸体

5・コブナグサ属短細胞珪酸体

7・ススキ属短細胞珪酸体

9.イネ属機動細胞珪酸体

ll.タケ亜科機動細胞珪酸体

13.ウシクサ族機動細胞珪酸体

2・タケ亜科短細胞珪酸体

4.ヨシ属短細胞珪酸体

6・ススキ属短細胞珪酸体

8.イチゴツナギ亜科短細胞珪酸体

10.イネ属機動細胞珪酸体

12.ヨシ属機動細胞珪酸体

14・ウシクサ族機動細胞珪酸体
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図版15



′

139



図版17

270



324



図版19



図版20



図版21
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